


さら に 、 反 射 光 を 入れ 
て 立体 的 に 見 せま す 。 





手 は 3 つの 色 面 で 考え よう 


色 と 形 は 分 離 で き な い 


反射 光 (照り 返し ) 
で 立体 感 が 出る | 






反射 光 面 
周囲 の も の に 当たっ た 光 が 


反射 し て 、 縁 の 部 分 が 明る 
く な り ま す 。 





男の子 の 手 は 女の子 の 手 に 比べ て 立体 的 に 手 の 塗り は 、 光 面 、 カ ゲ 面 、 反 射 光 面 と 、 
描き ます 。 そ の た め に 線 だ け で は な く 、 塗 大 きく 3 つの 面 に 分 けら れ ま す 。 
り で 立体 感 を 表し て み ま し ょ う 。 
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カゲ 面 カケ 面 2 カゲ 面 1 反射 光 面 em 


ペー ス と な る 色 を 塗っ た あと に カゲ を 重ね 、 最 後に 
光 面 の 反対 側 に 反射 光 面 を 塗り ます 。 コ ント ラス ト 
の 関係 で 、 反射 光 面 は 光 面 より も 明る く 見 えま す 。 


. それ ぞ れ の 部 分 に 分 ける 
手 全体 を ひと まとまり の ~ と きも 、3 つ の 面 を 忘れ 
立体 と し て と ら え ます 。 ず に ! 






反射 光 面 カゲ 面 2 


手 は は つの 部 分 で 考え よう 


親指 s 

; | 手 を 親指 、 そ の 他 の 指 、 手 の ひら と 大 き 
く 3 つ に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 光 面 、 カ ゲ 面 
反射 光 面 と 塗っ て いく と 、 形 や カゲ 面 が 
と ら え や すく な り ま す . 












| 元 は 指 が あっ た 
場所 。 空 間 が で 


空間 感 に は 立体 感 に 
等 し い 価値 が ある ! 





3 本 の 指 が あっ た 場所 
に は 空間 が 生ま れ ま す 。 





手 の デ テッサ ン 旧 … 抽 っ た グ ー0 手 を て みよ う 


3 つの 方 向 か ら 見 た 「 グ ー」 の 基本 バタ ー ン 


Ka 光 面 






握っ た グー の 手 の 作例 で す 。 何 か を ぎゅ っ と 握っ て 
いる と き に は と この 形 に な り ま す 。 グ ー の 手 は 、 FO 
大 き さ や 指 の 長 さ に あま り 左 右 さ れ な い の で 、 こ の 
形 と し て 覚え て 描け り る よう に し まし ょ う 。 

グー の 手 は 指 の 長 さ を 表現 で き な い 代わ り に 、 手 の 
甲 に で きる 骨 ば っ た すじ に し っ か り と カゲ を つけ る 
と と で 、 男 の 子 ら し さ を 引 き 立た せま す 。 





手 0 デ ッ サ ン 回 … amenazas 


3 つの 方 向 か ら 見 た 「 人 差し 指 」 の 基本 バ パターン 


>> 





人 差し 指 だ け 伸 ば し た 手 で す 。 現 実 で は あま り 
使わ な いか も し れ ま せん が 、 漫 画 の 世界 で は 物 
を 指し た り 、 指 を 顔 に 当て た り 、 物 を 握っ た と 
き な ど 、 さ ま ざ ま な ボー ズ が 考え られ ます 。 人 
差し 指 の 長 さと 他 の 折り 曲げ た 指 の バラ ンス に 
注意 し まし ょ う 。 





手 の デ ッ サ ン 】… チ ョ キ を し た 手 を 描い て みよ う 


Ni N 3 つの 方 向 か ら 見 た 「 チ ョ キ 」 の 基本 バター ン 
Y 7 









チョ キ の 手 も 人 差し 指 だ け 伸ばし て いる 
手 と 基本 的 に は 同じ で す 。 特 に 作例 の よ 
うに 、 伸 ば し た 指 を くっ つけ て いる 場合 
は 、 1 本 の 指 を 塗る 要領 で カゲ と 反射 光 
面 を つけ ます 。 

人 差し 指 と 中 指 が 開い て いる 場合 は 、 そ 
れ ぞ れ の 指 ど と に カゲ と 反射 光 面 を 塗り 


ます 。 
AN 





手 0 デ ッ サ ン 回 上 ut- の な 撤 YC み よう 


3 つの 方 向 か ら 見 た 「 パ ー」 の 基本 パタ ー ン 






開い た バー の 手 の 作例 で す 。 手のひら を 
正面 に 向け て いる 場合 は 、 線 で 凹凸 が つ 
け に くい の で 、 カ ゲ で 立体 感 を 出し ま 
し ょ う 。 親指 以外 の 指 は 基本 的 に 同じ カ 
ゲ の つき 方 で 問題 あり ませ ん 。 


反射 光 面 





左右 の 手 を 組み 合わ せ て みよ う 





= 4 
ye 4 
WA, \ 


A | Au 
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両手 を 組み 合わ せ た 形 の 作 
例 に な り ます 。 光 源 の 位 
erage ten 
よう 。 複数 の 人 物 の 手 を 
Kenaemner. 








反射 光 面 


は < 


ーー 「 萌 える 男の子 」 の 魅力 を 探れ ! 一 一 


これ まで 「 萌 え キ ャ ラク ター の 描き 方 」 シリ ー ズ で は 、 主 に 萌え 系 の 女の子 に つい 
て 詳し く 解 説 し て きま し た 。 し か し 「 萌 え キ ャ ラク ター」| は 女の子 だ け で は あり ませ 
ん 。 男の子 に だ っ て た くさ ん の 「 萌 え ] が つま っ て いま す 。 そ の 「 萌 え ] ポイ ント を 
重点 的 に つか みつ つ 、 も ちろ ん 基本 の 男の子 の 描き 方 か ら 学べ る よう に 、 本 書 を 制作 
いた し まし た 。 





本 書 で は 、 女 の 子 の 「 萌 え キ ャ ラク ター」 に 比べ て 、 男 の 子 の 場合 は 「 萌 え ] OF 
イン ト が 細分 化し て いる こと を 考慮 し 、 男 の 子 を その 体型 か ら 大 きく 3 つの タイ プ に 
分 け て 解説 し て いま す 。 そ れ は S (少年 系 ・ 目 安 と し て 12 ~ 14 歳 程度 ) 、M (中 間 系 ・ 
15 ~ 17 歳 程度 ) L (青年 系 ・18 ~ 20 歳 程度 ) の 3 パタ ー ン で 、M の 男の子 を メイ 
ン に し な が ら も 、 そ れ ぞ れ の タイ プ に お いて も 、 描 き 方 に つい て 解説 を 加え て いま す 。 
自分 の 描き た い 絵柄 に 近い タイ プ の 男の子 を 練習 する の も いい で すし 、 慣 れ て きた ら 
3 つの タイ プ を 描き 分 けら れる よう に 活用 し て いた だ く の も いい と 思い ます 。 


1 章 は 顔 の 描き 方 、2 章 は か ら だ の 描き 方 と し 、 そ れ ぞ れ 基 本 に な る 男の子 の 描 
き 方 を 学び ます 。 そ の 後 、 男 の 子 の 重要 な 萌え ポイ ント で ある 「 鎮 骨 ]「 筋 内 ] な ど 、 
魅力 を 引き 立た せる 部 位 を 紹介 し て いき ます 。 3 章 で は 基本 が 描け た 後 の 応用 編 と し 
て 、 キ ャ ラク ター の 「 し ぐさ 」] や 「 可 愛 き ] な ど を 追 完 し ます 。 


カラ ー イ ラス ト の メイ キン グ や 作例 集 で は 、 絵 柄 だ け で な く 塗 り 方 も 多種 多様 な 絵 
師 を 集め 、 そ れ ぞ れ 好 き な ジ ャ ン ル の 男の子 を 描い て も らい まし た 。 学生 や 和風 、 戦 
う 男 の 子 や ファ ンタ ジー な ど 、 絵 師 の 「 萌 え ポ イン ト 」 や 「 キ ャ ラク ター の 描き 方 ] 
を 参考 に し て 、 あ な た 自身 の イラ スト を 完成 さき せ て くだ さい 。 


この 本 で 、 男 の 子 の 新しい 魅力 を 感じ て いた だ き 、 皆 さま が 素敵 な 萌え る 男の子 を 
た くさ ん 描い て くだ さる こと を 願っ て いま す 。 


メン ズ 萌え キャ ラク ター の 描き 方 顔 ・ か ら だ 編 
e 

目 次 
手 は 3 つの 色 面 で 考え よう …・ 
手 は 3 つの 部 分 で 考え よう … 
FOTY DVM … 握 っ た グー の 手 を 描い て みよ う 
手 の デ ッ サ ン 回 … 人 差し 指 を 伸ばし た 手 を 描い て みよ 
手 の デ ッ サ ン … チ ョ キ を し た 手 を 描い て みょう ドド ドド ドド ドド ooneneneet 


手 の デ ッ サ ン A … 開 いた バー の 手 を 描い て みよ う 
左右 の 手 を 組み 合 わせ て みよ う 






























顔 の 輪郭 に 目 と 眉 置 を 描き 込む esse ever esse en 
目 と 層 の サン プル ……… 
E a 
正面 か ら 見 た 鼻 PODCLEDCOD 
首 の 位置 ・ 太 さ 、 そ し て 描く 
髪の毛 の 位置 
前 髪 と も みあ げ を 描く … 
ちょ い 足 し の 髪の毛 を 描く 
髪 を 完成 させ る …… 
髪型 サン プル … 
1 
斜め 顔 の 描き 方 
顔 の 輪郭 を 描く … 
斜め 顔 の 目 ・ 眉 を 描き 込む 
斜め 顔 の 目 の サ ンプ ブル …… de 
REDE ・ ロ ・ 耳 を 描き 込む PE て すす です で で さて すす すす で マテ テト すう で ドミ メチャ で で 
放 め 首 の 位置 ・ 太 さ を 決め 、 そ し て 描く 
斜め 顔 の 髪 を 描く ・ 

















横顔 の 目 の サ ンプ ブル > 
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顔 の 描き 方 











まず は じ め に 、 基 本 と な る 男の子 の 顔 の 
描き 方 を 学び まし ょ う 。 こ の 本 で は 、 顔 
と か ら だ に つい て 、 体 型 別に 3 タイ プ に 
分 け て 解説 し て いま す 。 EM ROJA: 
横顔 と 解説 し て いま す の で 、 苦 手 な アン 
グル は 克服 で きる よう に 練習 し て みて く 
だ さい 。 





SIE Sera 


e 小柄 の 男の子 。 い わ ゆ る 少年 。 パ ッ と 見 で 女 の 
子 に も 見 える よう な 可愛 らし さ が あ り ま す 。 

e 身長 は 140 ~ 160cm くら い 、 年齢 は 12 ~ 
14 歳 程度 を 想定 。 

* まだ 未 発達 な 細い 体型 。 筋 内 は これ か ら 。 キ ャ 
ラク ター は 似通っ た 体型 を し て いま す 。 

e あど け な さ の 残る 顔 や 体 で す が 、 手 や 足 な ど に 

男 ら し さ が 出 て いま す 。 




















* 少年 か ら 青年 へ の 過渡 期 と いう 一 番 萌 える 時 期 
で す (あど け な さ と 男 ら し さ の どちら も 垣間見 
える )。 

* 身長 は 170 ~ 175cm、 年齢 は 15 ~ 17 mee 
想定 。 

o 中 肉 中 背 (と いっ て も 萌え 男の子 は 基本 の 体型 
が 細い の で 、 細 身 に は 変わ りな いで す )。 

e 筋 内 は ほど ほど 。 













w「 イ ケ メ ン 」 と 呼ば れる タイ ブ プ の 
美 青年 。 モ デル 体型 。 体 型 も 顔 も 
男 ら し さ が 表れ て いま す 。 

e 身長 は 180 ~ 190cm 程度 、 年 
tld 18 ~ 20 歳 を 想定 。 

e 頭 身 も 高く 、 筋 肉 も 発達 し て いま 
す 。 細 身 の 体型 か ら 筋肉 質 の 体型 
まで 、 さま ざま な タイ ブ が あり ます 。 






I, 





正面 顔 の 描き 方 


メン ズ ガ イド を つく る 






① 円 を 描き ます 。 





@ 円 の 中 央 か ら 下 に 横 
線 を 4 本 描き ます 。 












⑧ 中 央 線 を 円 の 中 で 6 等 分 し ます 。 
+ | 
円 の 中 心から 垂直 に 

株 を お ろ し ます 。 











④「 メ ンズ ガイ ド 」 の 完成 で す 。 


「 メ ンズ ガイ ド 」 と は ? 


キャ ラク ター を 描く 際 に 、「 〇 に 十字 」 を 描い 
て 目安 に する こと は よく あり ます 。 

「 メ ンズ ガイ ド 」 は 「 〇 に 十字 」 を ほん の 少し 
発展 させ た キャ ラク ター の ガイ ド 線 の こと で す 。 








フリ ー ハ ンド で OK | 内 





点 を つない で 輪郭 に する 

メン ズ ガ イド を も と に 、 3 タイ プ の 顔 の 輪 
郭 を 描き ます 。 

S・M・L 共 通 の 輪郭 の 出発 点 


輪郭 の 出発 点 
中 央 線 e ® 


輪郭 の 上 部 出発 点 を 中 央 線上 に マー ク 
し ます 。 
* S・M・L 共通 の 輪郭 の 出発 点 で す 。 


S・M・L 共通 の エラ の 幅 


16 中 央 線 を 2 分 割 し 、 さ ら に 半分 に し ます 。 
つま り 、1.5 つま り 、1.5 
ss [ fob bY 
| | * つ まり 、 エ ラ 
i | の 幅 は メン ズ 
エラ の 幅 ガイ ド の 半径 


AAA の 長 さと 等 し 


8・M:L で 異な る アゴ の 位置 FE 


es 
OM アゴ の 先端 部 分 
eL 


各 タ イブ の アゴ の 先端 は それ ぞ 
れ 、 こ の 部 分 に な り ま す 。 





タイ プ 別 輪郭 の 手順 


「 輪 郭 の 出発 点 」 か ら 「 エ 
ラ 」 を 通り 、「 ア ゴ 」 ま 
で 線 を つなぐ と 輪郭 線 の 
完成 と な り ま す 。 





輪郭 の 出発 点 











M タイ プ の 場合 
・ ア ゴ の 位置 は 固定 で す 。 

・ エラ の 位置 を 上 下す る こと 
で 年 齢 を 変化 させ られ ます 。 











S の エラ の 位置 


S の アゴ の 位置 
S の 輪郭 は 丸み を も た せま す 。 





S タ イプ の 場合 

・ エ ラ の 位置 は 固定 で す 。 

・ ア ゴ の 位置 を M に 近づけ れ ば 、 
年 齢 を 上 に 引き 上 げ ら れ ま す 。 
















L の エラ の 位置 


L の アゴ の 位置 


L タイ プ の 場合 
・ ア ゴ の 位置 は 固定 で 、 エ ラ の 

位置 を 下げ れ ば 無骨 に 、 上 げ 
れ ば シャ ー プ に な り ま す 。 


















頭 部 の 輪郭 線 


メン スガ イド の 上 半分 に 
| _ 共 合わ せ て 頭 部 の 輪 部 線 を 
通 二胡 し て つなげ ます 。 





現在 この 段階 で す 


顔 の 輪郭 に 目 と 眉 を 描き 込む 
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側 は 
に 目 
あり | = 
っ も IN Ah 
て 内 © O 
勢 側 ( ) ( A 
いか 
- よら 
<a 
" め 
¿E 
あど け な い 目 は 
縦 の 幅 を 大 きく 


い 目 
CE 
少 目 
A 
EN DA?) 
Tan) eo 0) \© O 
E 
な 
成長 する 、 ま た は クー 
ル な 大 人 の 目 ほ ど 縦 の 
幅 を 狭く し ます 。 


HA 


HORS ‚AEHMSrT 


E 





RIE 





目 と 眉 の サン プル 


目 サ ンプ ル (イメ ー ジ つき ) 





眉 サ ンプ ブル 


目 サ ンプ ブル (イメ ー ジ つき ) 





眉 サ ン ブ プル 


目 サ ンプ ル (イメ ー ジ つき ) 





耳 の 位置 は それ ぞ れ の 目 の 真 横 か ら 鼻先 まで が 目安 で す 。 


耳 ・ 鼻 ・ 口 を 描き 込む 


$ 
o 8 
の 








耳 サン プル 





HOR - =- AORCRRS KWL RRO KWVHO Subt” 


N 
A 


MCHS#R on 
RIERA 


正面 か ら 見 た 鼻 
正面 か ら キ ャ ラク ター を 描く の は 実は 一 番 難し いこ と で す 。 正面 か 
ら 描く と き で も 、 鼻 すじ を 片側 だ け に し た ほう が 自然 に 見 えま す 。 


多く の 場合 、 鼻 だ け は 斜め か ら 見 た よう な 印象 、 あ る い は 陰影 を 描 
く こ と で 表現 し て いま す 。 












鼻 す じ を 両方 つけ る と 
妙 な 感じ に …… 
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口 は 小さ く お ち ょ ぼ ロ 


算 そ の も の を 描か な い 





( 口 の 表情 は の ちほ ど ) 
こと こ で は 「 片 側 に 陰影 の 表現 ] の 鼻 で 練習 し て いき まし ょ よう 。 





S に は 鼻 す じ は 描き ませ ん 。 


陰影 を つけ る 側 の 眉 の ライ ン に 沿っ て 鼻 す じ を 通し ます 。 
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首 の 位置 ・ 太 さ 、 そ し て 描く 





S の 首 の 太 さ 
1 て 1 の 中 間 


= Le 









首 は 未 広がり に 





首 は 末広 が り に 


E L の 首 の 太 さ 
1-18 
$ A 





L の 首 は も っ と 太く な っ て も 可 
* 髪 の ボリ ュー ム 次 第 


OSMAN AVA — 248 NSUNSSCAUMST - = OMS ME 


現在 この 段階 で す 





S の 首 は 細く 


oA WZ) 
010 


M の 首 は S 並 に 細い < 中 くら い 





L の 首 は 太く ( 首 に すじ の 線 が 入る ) 


に の た ゴゴ の ) nii 
髪の毛 を 描く 位置 は 、 
S ML メン ズ ガ イド に あ た 


る 部 分 で す 。 
Lag 」 


Q ル 
NÁ 


髪の毛 の ポリ ュー ム が 
ある キャ ラ の 場合 は 、 

ao] 
毛 を 描き 始 


い : 25 
\ gman a 
N 
りか ら 人 の を id = 


“= 
a FICE ROLE UBER AI VET. N 
Ba EB ジ — Ak i A 











LORORRA AE, = 
RIRS RUE. ni 


前 髪 と も みあ げ を 描く 
Mo «x aa 
前髪 を 描く Moe 





お で こ は 広 く 、 メ ンズ ガイ ド の 中 央 線 と 
頭頂 部 の 間 く らい 


aha 
sa MNMM 


O) も みあ げ を 描く 


髪 の 流れ は 中 心 に 向かう 感じ 
* 揃 え ず 不 規則 に 


oy WM 


顔 の 輪郭 に 沿う 感じ 





顔 の 横 の 輪郭 と 耳 を 少し 隠す よう に 





ちょ い 足 し の 髪の毛 を 描く 





細い ウェ ー ブ 
を 回 る よう に 。 


NN 
a NUS 
\ が Per 


髪の毛 の 跳ね 方 





ン ン ン ン ンプ 





NOIR 


髪 を 完成 させ る 


不 必要 な 線 を 消し て 、 色 を つけ た ら 完 成 で す 。 


> 
cE oN 


NN 髪 の 立 体感 を 出す の に 、 
を 入れ た 箇所 に 影 を 


つけ ます 。 









髪 の 影 を 顔 に 落と すこ 
と で 、 よ り 髪 の 毛 の 立 


顔 の 各部 位 ( 目 の 上 の 線 、 鼻 すじ 、 体感 が 出 ます 。 


鼻 、 口 元 ) な ど に も 影 を つけ ます 。 29 


S の 頭頂 部 は ガイ ド の 円 より も ひ 
と 回 り 大 きく 描く こと で 、 幼 い 印 


象 を 表し て いま す 。 





\ 





S は 太く まとまり の ある 髪 質 L は 細く 繊細 な 髪 質 


髪型 サン プリ 
















= 
| 
| 
\ 
\ 
\ 


Me. 





M の 髪型 は 、S よ り 
は リア ル 系 が 似合い 
ます 。 






S の 髪型 は か な り ア 
ニ メ チ ッ 


可愛 い 系 か ら ク ー ル 
系 まで 、 な ん で も 
チャ レン ジ し て みて 
くだ さい 。 


リア ル 系 。 


髪 の 長い へ ヘアスタイ 
ル か ら 短 い ヘ アスタ 


イル まで 。 











in 
> 





正面 顔 の 作例 








>, 

( 
顔 は キャ ラク ター の も っ と ゃ 重要 A\ 
な パー ツ で す 。 い ろ い ろ な 絵師 の 
絵柄 を 見 て 、 自 分 に と っ て の 魅力 
的 な 絵柄 探し の 参考 に し て いた だ 
けれ ば と 思い ます 。 





A 








3 He 
斜め 顔 の 描き 方 
pa 斜め 顔 を 描く と きも 15 ペー ジ で つく っ た 

EE メン ズ ガ イド を 用 いま す 。 
アゴ 、 エ ラ 、 輪 郭 の 出発 点 を 


BI 2 メン ズ ガ イド の 中 央 線上 に 。 


Y 





NS Medium キャ ラ 
ラジ ング ン は メン ズ ガ イド の 
y 丸み を 目指 し ます 。 


pe L の アゴ の ライ ン は 
34 2 段階 で 曲がり ます 。 


ルン 


us 

NIH 
us 
NIH 


«<< LI, 


UN 
IH 


NL 
S$ の アゴ ライ ン も メン > 


ズ ガ イド の 丸み に 沿わ 
せる よう に 。 


wen | =—— 4 
. N 
メン ズ ガ イド の 内 側 を 、 


額 か ら 一 定 の 間隔 で ア 


LATA 


ゴ の ライ ン を 目指 し て 
伸ばし て いき ます 。 
頭 の 形 が 丸 けれ ば 丸い 
S TM ほど 幼児 っ ぽい 印象 に 
am な り ま す 。 
共通 N 





| $ 
ee» | 


に に 垂直 の 目安 線 


o _ led 
中 央 線 の 両端 を 加え た / 

/ (a が 目安 の 円 を 3 つ u 

\ | 35 


/ ae 
CD 
=. 0 


額 か ら 頭 の 線 を つなげ て 描き ます 。 


tor: 


と れ で 「L」 特有 の 頭 
の 形 を 反映 し た 髪型 が 
決ま り ます 。 





・ 眉 を 描き 込む 


目 と 眉 を 顔 の 輪郭 の 中 に バラ ンス 良く 描き まし ょ う 。 


FORO 


| 


D 
\ E ! 


Hasm 


© 
Hite y ROSA 


"Ls A rr A 


Sc 


ーーーーー- 


= は 顔 の 輸 郭 に 
人 迫る ほど に 寄せ ます 。 


PUERRO 


: 
a Sg 


2.2: ISLUMONTARV Ohio” 


cet | a sm ia al 
2:3 Bi きき 
A TER きき 
a a | = = cS 
| 


斜め 顔 の 目 の サ ンプ ル 
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斜め 顔 の 鼻 ・ 口 ・ 耳 を 描き 込む 


o) 


> 


Y 


/ N 
Y 


emer 





鼻 の サン プル 
N S の 鼻 の ライ ン 
眉 の 流れ の 延長 に 描き ます 。 
鼻 の 形 は 正面 時 と 変わ り ま せん 。 


サン プル 


N M の 鼻 の ライ ン 
眉 か ら の 流れ で 顔 の 輪 放 に 迫る 
0 算 に な り ま す 。 
) MORNE < 
CS = 





SEBO DH 
NITO o 


N L の 鼻 の ライ ン 

Er 眉 か ら の 流れ で 、 顔 の 輪郭 か ら 
大 きく は み 出 す 大 き な 鼻 を 描き 
ます 。 


Y) 


TE 鼻 の 穴 は 小さ く 










正面 か ら 見 た 首 は 頭 か 
ら 真 つ す ぐに 伸び て い 
ます 。 


MM > TORMES 
、、 め の 頭 の 下 に は 、 少し 


豆 部 全体 の 真ん中 あ た \ a 
りか ら 首 を 伸ばし ます 。 BETWEEN 





MESHSZ 
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HAGEN 
Bi 


S・L と も に 頭 部 全体 


MIT 
の 中 心 部 か ら 斜め 下 に 0 OQ 


首 を 伸ばし ます 。 


斜め 顔 の 髪 を 描く 


ーー ツン ーー ボーーーーーーー 頭頂 部 


AIR EMOS eS 


es EX, 
alla を 守る 必要 は 


iy 0W 


un), A, ; 
| NM 


カク カク と し を am N 





ct 


8 
ま 
e 


TIN 
ERM 









MORON 








AA) 
| 5 | 
MN A | 斜め 顔 は その 角度 に よっ て 目 や 鼻 


に | の 位置 な ど が 変わ っ て きま す 。 正 
面 か ら 真横 に 向かう まで 、 い ろ い 
TERN し ょ う 。 





横顔 の 描き 方 


RT 
% BA 





E CA 
ンズ ガイ ド に 沿っ て 頭 
を 形 作 り ます 。 


> 

で 
TES | 1% 
に (GWS)IIEYE さ 2 
ーー 


(鼻先 も 含め た ) 頭 部 
中 央 か ら 斜 め 後方 に 首 
を 描き ます 。 


鼻 輪 ア ンプ ーー 
=y 先 部 ゴ ノン の 頭 は 斜め 顔 の 


RAT 
ART / 
y YY / 要領 で 描き ます 。 


EN e | | 1] 


a rn 
= 


横顔 サン プル 


丸い 印象 で す 。 


鼻 は 低く 、 ア ゴ も 華 秦 で 全体 的 


髪 で 隠れ て いて も 、 額 は 広く 、 
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\ 
SRUORBARRMSHSAYD SRLORBRELSHSAYN 
| 
ERLTRHASNSSIRTN 








fo fe 
し Y 
ES & 
$ 9 
sta =, 
Y E 
Kー 2 
ay : a er § 
y PROSMERSSEN- y E ASE ERIN 
SÓN a == i Y en x = 
— 1 i " a N 
トン 3 SSCHEINTARROHRTN $ BURSELVERRIIOHTN 
= 意 \ 
ROSMAN’ RAREST E qe $ こっ Y 
A 8 7 ES ルー 
ーーー ARE % z 
FE ze SARS BHC AR OSE E (POLE | ESO EN 
| 
HRADAIRKTN Pa Er 
a て 
S \ / <= 
X 
fo 


LN 


SI-IPBANERHERSATN 


— N F al 
e y A KSAMRSEVSNDVIHRTN 
BRA Mr TINEO AH ERE ER , / 
SF の “as 
S-IPBANESBERSATN A 


RUNTISCING ADDR KWH OWED = 
DKWSBED 
| ee ゅ デア BRORGOKWSHY 


a 





横顔 の 目 ・ 耳 ・ 眉 を 描き 込む 


目 、 耳 、 眉 の 位置 (高き ) は これ まで 描い て きた 
通り 、 位 置 を 合わ せ て パラ ンス 良く 描き まし ょ う 。 


> ) Wa 
EE UL I 


に 








SH 


SCHWER SH 


ae 








横顔 の 髪 を 描く 





口 の 開い た 横顔 


閉じ た ロ 少し 開け た ロ 開け た ロ 大 きく 開け た ロロ 大 きく 笑っ た 口 


e 










鼻 根 より 上 の 輪 
郭 に 変化 な し 





JAS URE 
FARES SAO Ak 






| é 
a 
ASST TOA LIN 





oO HORE TÜTE, 
NL ORO OAD Ao 








横顔 の 作例 


\ 
横顔 は 輪郭 で 絵柄 の 個性 が 出 ます 。 | 
at 


と 併せ て 、 参 考 に し て ノン 


pS Y 





部 を 探し て み ま し ょ う 。 





アオ リ ・ フ カン ・ 感 情 表現 


= に 
1 
円 と 円 の 間隔 


が 狭まり ます 。 = RE 





2 

円 と 円 の 間隔 | E 
No, が 開き ます 。 a 

円 と 円 の 間隔 

が 狭まり ます ーーー クー 





© 


RE; DER 





RR La 
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フカ ン と アオ リ の カー ブ に 沿っ て 顔 の バー ツ を 平面 的 に 当て は め て み ま す 。 





髪の毛 の 面積 を 多く 。 | あま り 描 か れ な い ア ン 


顔 の パー ツ は 縦 に 圧縮 グル の アオ リ 。 
する イメ ー ジ で す 。 顔 バ ー ツ は 鼻 以外 、 縦 


に 圧縮 し ます 。 





円 の 一 角 に アゴ を 輪郭 に 沿わ せ た カ ー 円 に ちょ い 足 し の 髪の毛 。 
突き 出す よう に 。 ブ に 顔 バ パー ツ 。 
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mach 
SIMP U 





AGEL 
AHO SBR 


) 

| 
一 角 に アゴ を 食い 込ま せ 気 カー ブ に 合わ せ て 顔 バ ー ツ ICM RES ESIC 
味 に 、 先 端 は 椿 円 か ら 突き を 置き ます 。 の 毛 を 描き ます 。 
出す よう に し ます 。 


表情 
IN 
へ 

O 


眉 は 大 きく 上 に 弧 を 描く よう に 。 
目 を 閉じ る と き は 上 向き の 弧 、 開 け て いる 






の 記 


へ 
A 


笑う と き 、 嬉 し いと き な ど 


と き は 下 の 輪 郭 を 少し 上 向き の 弧 に 。 
口 は 半月 上 、 も し く は 下向き の 弧 。 


笑い ( 喜 ) の 程度 (変化 する バ パーツ と 輪郭) 


大 口 を 開け る (爆笑) 
DNA (微笑 ) * 口 の 面積 が 目 ・ 鼻 の 
位置 と 輪郭 に 影響 
左右 で 違う 表情 (さま ざま な 思い を 含ん だ 笑い ) 





「 ふ ふん 」 な ど 、 あ ざけ り 笑 い 





怒っ た と き 、 気に入ら な い 
こと が あっ た と き な ど 





ペン 


or 


ST 


眉間 に シワ 、 眉 は 端 に 向かっ て 上 が り ま す 。 
目 は 片方 少し だ け 細 め た り 、 見 開い た り 。 
口 は 歯 を か み 締め る 様 が 見 える よう に 片方 
噛み ます 。 


怒り の 程度 (変化 する パー ツ と 輪郭 ) 





FESS (BA) 
* 口 の 面積 が 目 ・ 鼻 の 
位置 と 輪郭 に 影響 








悲し いと き 、 期 待 が 外れ た 


眉 は 垂れ 下がり ます 。 
目 は 涙 を 溜め た り 潤 ん だ り 。 
口 は 逆 半 月 (笑う と き と は 上 下 逆 の 影 ) 。 








大 声 を あげ て 泣く (号泣) 
* 口 の 面積 が 目 ・ 鼻 の 位置 、 
輪郭 に 影響 。 


上 下 で 違う 表情 (さま ざま 上 下 で 違う 表情 (さま ざま な 思い を 含ん だ 哀しみ ) 





泣き 笑い (左右 と は 違う 表現 ) MER) (左右 と は 違う 表現 ) 静か に 泣く 








衰 め られ た り 、 惚 れ ら れ 
た り し た と き な ど 







IN NY 
men 


> 


両方 の 眉 で 影 が 違い ます (どう いう 表情 を 
つく っ て いい の か わか ら な い 様 を 表現 ) « 
目 も 閉じ た り 、 開 いて いた り (BEER). 
口 は 喜び の 表情 と 同じ で す (基本 悪く な い 
気分 )。 


照れ の 程度 (変化 する パー ツ と 輪郭 ) 





00% (微笑 ) 
照れ を 強調 する 角度 


7 AM | 
E 


( 斜め 上 か ら 横 目 で 
照れ る 


きき 






om 






| 
of 
fie 
7 
Mou] 
el 
5% 


その 他 の 感情 表現 








S・M・L の 年 齢 を ずら す 


少し 成長 し た S は も ちろ ん 、 幼 い S も 
ガイ ド を 工夫 すれ ば 描け り る よう に な り 
ます 。 










好み の S は あな た の 工夫 次 第 で 生み 出せ ます | 


M と L し の 中 間 は 限ら ちら れ て いま す 。 し か し 、 顔 の 
幅 や 目 、 口 、 鼻 の パー ツ の 位置 を 自分 で カス タ 
マイ ズ す れ ば 、 あ な た 好み の M が 描け ます 。 








アゴ の 形 を 変え る 
MR 印 角 
象 つ RR 
を た に ら 
与 ア な せ 
え ゴ り る 
ま は ま と 
E 3.4 
い 
A 
な 


ヒゲ を 生やす シワ を 描く 


ヒゲ は アゴ の ライ ン を 描き 込み すぎ る と た だ 
目指 し て 三角 形 を 連続 の お じい さん に な っ て 
的 に 描く イメ ー ジ で す 。 し まう の で 、 目の下 と 

口元 だ け に し まし ょ う 。 









口元 の シワ は 片側 だ け 
が いい で し ょ う 。 


調 デフ オォ オル メキ ャ ラク ター の 描き 方 


編 男の子 の デフ ォ ル メキ ャ ラク ター を 描く 場合 は 、 基 本 的 に 丸 っ こ く 可愛 らし く 描 きま す 。 
「 男 らし さ 」 KU [RE] に 重点 を 当て て 描い て み ま し ょ う 。 








2 頭 身 







体 部 分 は 胴 と 足 が 
1 : 1 程度 。 体 は 
も と の 頭 身 は 
了 頭 身 で す 。 丸み を 意識 し ます 。 







3 頭 身 

A: 胴 : 足 が そ れ ぞ れ 
同じ くら い の 大 き さ 。 
足 が 長い ほう が か っ こ 
よく 見 えま す 。 顔 は 2 
頭 身 と ほぼ 同じ くら い 
の デフ ォ ル メ 。 
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・ デ フォ ル メ キャ ラク ター の 場合 、 も と の 体型 や 顔 
の 形 は 基本 的 に 考え ませ ん 。 

・ 髪 型 、 目 の 形 、 服 装 、 し ぐさ な ど で 特 徴 づ け ま す 。 

・ 手 足 は 小さ く 。 か ら だ の 幅 は 顔 の 幅 と 同じ か それ 
以下 。 

・ 顔 を 描く と き は 輪郭 は 丸く 、 目 は 大 きく 。 鼻 は な 

く て も 構い ませ ん 。 品 も 小さ め 。 









4 頭 身 
3 頭 身 より も 足 が 長く 
な っ て 、S タ イプ の 体 
型 に 近づき ます 。 顔 は 
デフ ォ ル メ の まま 。 





デフ ォ ル メ と は 、 対 象 と な る も の の 特徴 
を 強調 し て 、 そ れ 以 外 の も の を 簡略 に し 
た り 省 略し た りす る こと で す 。 デ フォ ル 
メキ ャ ラク ター (ミニ キャ ラク ター) を 
描く 場合 に は 、 同 じ 頭 身 、 同 じ 体型 の 中 
で 、 ど の ボイン ト で その キャ ラ を 特徴 づ 
ける か が 重要 に な り ま す 。 


か ら だ vw 描き 方 


ここ で は 、 基 本 と な る か ら だ の 描 
き 方 を 解説 し て きま す 。 MIF 
プ の 男の子 を 中 心 に 、 全 身 が 描け 
る よう に 練習 し まし ょ う 。 特 に 禅 
の 状態 で 動き の つい た ポー ズ を 描 
ける よう に な れ ば 、 服 を 着せ た と 
き に も 体 の パラ ンス を 保ち つつ 描 
ける よう に な る は ず で す 。 筋 肉 の 
つき 方 な ども ここ で 解説 し て いき 
ます 。 













胴 の 描き 方 





正面 と 横 の ボディ バラ ンス パー ツ 
正面 


r 


ボディ バラ ンス パー ツ と は 「 胸 部 」 
と 「 腰 部 ]] こ の 2 つ を つなぐ 「 腹 部 」 
か ら な る 胴体 の 簡易 モデ ル で す 。 


胸部 は 逆 三角 形 


腹部 は ジョ イン トバ パー ツ 


腰部 も 逆 三 角形 





胸部 の バラ ンス の 変化 が 体型 に 与え る 影響 




















腰部 


E 
胸部 が 腰部 の 幅 に 近づけ ば 近づく ほど 幼児 体型 に 。 胸部 が 大 きく な れ ば な る ほど 男らしい 体つき に 。 
横 

首 

か 

ら 

E 

か S 横 

け M の 

る fe 
た 

の も っ 

2 同 < 

イ Es 

ン TA 

は す は 

S ° 

= 

= 

? 

+ 





と で 、 各 タイ プ の 胴 を 描き 分 ける 


こ 


ボディ バラ ンス パー ツ の 形 を 変え る 
と が で きま す 


胴 の 基本 情報 


RLEDIHN A 





SEHE (や いつ" A) BHRSWSWHOL? 


= | ae 
BEV UPPER HO sel A ESO 
ae 4a Ro eS 
MINA 


BOVERINTACIBE (fo! Gt) SKC Rte" 


REHORMDY ュ ンダ 
EROPAL / 


— 














少し 開き 気味 の 

ボディ バラ ンス 
後 
ろ 
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OPRIIES MEL KH 


APB) (AED) URS 





E ーー ニニ ーー ニー 


<i LEN 
/ \ 
入れ る 筋肉 線 は 最低 限 の も の の み で す . 








E ) 





ン 


=D 





SS, 
K 
N 
ID 
E 
N 
% 
+8 
中 
Br 
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N 


KREUFFEREV ーー SCHREHEVEV 














開い た ボディ バラ ンス 





入れ る 筋肉 線 は 縦 の も の に 加え て 、 横 方 向 の も の も 入れ ます 。 


首 の 可動 域 


ESSE 





胴 の 可動 域 


* 腰 を 固定 させ て の 可動 
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腰 を 固定 させ て の 可動 域 は 180 度 に 満た な いで 
す が 、 下 半身 の 可動 も 含め る と 可能 に な り ま す 。 







腰 を 固定 させ て の 上 半身 は 、 
90 度 近 く 可 動 し ます 。 


胴 の 筋肉 を 表す 線 この 線 を 描こ う 1 


筋 内 が どこ に どう つい て いる か わ 
か ら な い 場 合 は 、 と の 太い 線 を と 
りあ え ず 描い て みて くだ さい 。 


MC 


=e 








E 
a E 
2 た 
YC : 
B 5 o 
は N Sir 
pe =: | | 
= Bi 
z C! 
8 ee 
= | 腹筋 は ヘソ の 上 に 6 つ 
* ヘ ソ の 下 に 2 つ (ほとん ど 描 か な い ) 
* 濃 い 線 は 基本 筋肉 (すじ 、 骨 格 ) 線 、 
薄い 線 は より 鍛え た と き の 筋肉 線 を 
表し ます 。 





肩 か ら 腕 の 描き 方 
Gem E 
pa inclina rae し ま COMERC! MP 





で 、 明 ら か に 違う 箇所 に 入れ 


> NED. 必要 以 上 に 多 す ぎ た 
N りす る と 人 違和感 が あり ま 


腕 の 基本 情報 


腕 の 基本 的 な 描き 方 は S・M・L 共 通 で す 。 


前 & 横 





ARCADIA 
o E 5 
| 
_ | — 
| br 
トド いさ リコ 
| A 











じょう ちん 


力 こぶ の で きる 腕 を 「 上 腕 」 と 言い ます 。 手首 に つなが る 腕 を 「 前 腕 」 と 言い ます 。 
Py | 


u 


腕 の つけ 根 、 肘 、 手 首 で 引き 締まり 
ます 。 





細い な が ら も つけ 根 、 力 こぶ 、 肘 、 前 腕 、 手 首 で それ ぞ れ 太 さ が 違い ます 。 


肩 の 基本 情報 








肩 は 腕 の 一 部 と 考え まし ょ う 。 
肩 は 胴体 と の ジョ イン ト の 役 
割 を 果たし て いま す 。 


腕 を 上 げ る と 同時 に 肩 
も 上 が り ま す 。 胴 か ら 
いき な り 腕 が 上 が る わ 
け で は な い の で 注意 。 


鎖骨 も また 肩 と 同時 に 
上 が っ て いま す 。 


E ン 
肩 が 上 が る と いう こと は 、 後 ろ る で ーー 
は 肩 甲骨 も 同時 に 上 が っ て いま す 。 


肩 と は 鎖骨 と 肩 皿 表 の こと で も ある の で す 。 E (GS -HRB) の つなが り 


> 


PS 





基本 的 な 手 を 描く 手 は 全体 的 に 弧 を 意識 し て 描き ます 。 
N te Mm 弧 に 配置 
| 








| 人 差し 指 3 ソ 
\ 小指 \ | 
+ | / \ | Y 
y 実際 の 手指 に 比べ て 
手指 は 長く スマ ー ト 。 
太 さ は 均一 的 で す 。 \ 
E WR 
aS に 7 / 
E つけ 根 も 弧 
手 の バ ラン ス の 取り 方 
ココ を 頂点 に 弧 
* 
シー 2 
ルー っ ON の 
Men, 
線 
al \ 
ERBE MER 
nn 
AN 






指 と 指 の 間 を 開け 
ます (間隔 を と る )。 





中 指 を 頂点 に し て 小指 親指 は 他 の 指 の 第 一 関 
を 一 番 低 く 描き ます 。 節 を 頂点 に し ます 。 


開い た 手指 






e eee 
BODIES \ 
つけ 根 の 幅 も 
SFE, 
LV 
手のひら 中 心 下 に 指 を 放射 状 に 引き ガイ ド に 沿っ て 指 つけ 根 と 指先 の 長 
点 を 描き ます 。 ます 。 を 描き ます 。 さ に 注意 し て くだ 
さい 。 
握り こぶ し (正面 ) 
弧 の 頂点 少々 角度 を つけ た ガイ ド 


ws 
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ICRU 形 を 補正 
— 
上 下 に ガイ ド の 弧 を 縦 に 4 分 割 し ます 。 4 本 の 指 を 描き ます 。 親指 を 描き ます 。 
描き ます 。 
握り こぶ し (手のひら 側 ) 
斜め に 4 分 割 し て 指 を 描き ます 。 
ゆる や か な 弧 ® 


ンー 













EAE A 


9 


ガイ ド を 上 部 と 中 心 に 親指 の 根元 を 丸く と 指 の 半分 で ガイ ド 親指 を 描き ます 。 
斜め に 引き ます 。 り ま す 。 中 指 ま で の 長 さ で 。 











/ LL, 
Y の wm 頭 に 手 を 乗せ る 。 
VA \\ N NN N / 





腕 と 手 を くっ つけ る 








横 か ら 見 た 接合 部 分 
E ーー BOER LD STAVES. 
E Ly トーー+ | A, ーー 
部 a A ーー = 
分 E 
| Ge 
— 
\ = 
中 手 
a 
4 rad 
ta 4 
い 部 | 
ま は 
せい y 
ん 手 
“の 手 と の 接合 部 分 は 
手の甲 に あり ます 。 
腕 の 接続 科 所 


胸 と 腕 の ライ ン は 
つなが っ て いま す 。 





胴体 の 横 に つ 
A いて いる の で 
は な く 、 eh 


」 の ライ ン よ り 


| 'B /| | も 前 方 に つい | A | / 7 | 
て いま す 。 A | 


BSTUSFHAHANSERVSE 





に よさ | 


q  — 
SAS OS TTS 
ARAFO 
ーー 
ンー ーー 


腕 の 長 さ は 腰 よ り 下 





SERRPIDHUPRUFRRHRFIA He" 


VERARARUPKL-NVAINER" 














RPK RAN VS 


肩 か ら 腕 の 可動 域 


フカ ン 
腕 の 前 後 の 可動 域 で す 。 
胸 の 斜め 上 か ら 斜 め 後ろ まで 。 





前 KOMFORT. 


頭 に びっ た りつ けら れる と ころ か 
84 ら 反 対 側 の 腰 付 近 ま で 。 
ーー Fi 
) NN A 
ES 


4 Y 

















し 後ろ あたり まで 。 


NN 
横 
腕 の 前 上 下 の 可動 域 で す 。 \ / \ 
頭 の 後ろ 付近 か ら 展 の 少 ) 


手首 上 下 の 可 動 域 手首 横 の 可動 域 





親指 側 に は ほとん ど 
動き ませ ん 。 小指 側 
に は 多少 動き ます 。 
肘 の 可動 域 y ES 3 箇所 の 関節 を 使っ て 自由 に 動か せる 
= Ayr 前 腕 ま で 固定 \ 
折 / | ンタ ( 
UE -  »! 
| Vr 9 
A / | N ce = _ は (85 
と 2 = SÍ 
¿) Y CF 
# h / “Ww 






Etttntr eT 


女性 的 な キャ ラ な ら 
少し 反 る くら い 





上 半身 の 作例 ) 肩幅 、 筋 肉 、 厚 みな ど は 絵柄 に よっ て さま ざま で す 。 自 分 の 絵柄 に 


合う か ら だ を 探し て みて くだ さい 。 








下半身 の 描き 方 


な り ま す 。 


下半身 の 描き 方 は S ・M・ 葉 共通 の 描き 方 ( 


腰 と 足 を 描く 














—— xy % WREAOKS YAW 
5, DHA AOE HEN 
= TS EH au 
ーー デジ oe 
— os 
Sy ser 
Ode 
—_A— YR 
ーー \ A OHWKY a 
_— EOIN HELIS 
a An O — 
E Er 
4 ンジ シ ンー ge a 
\ == = / 
dE O O 
Eu ーー ニニ ュー = \. / 
3 KPPEOKY 
NERKV | 














Bee SOIR DIED RIRS RRAM 


use 





足 先 を 描く 





E (Re) 


レー デー 


SP 
TE | 
SR, 


a 


RU HY HE RAE HOH fom? 


her 








土踏まず を 意識 し た ライ ン 





e o 
ah 
R Y 
x} 
ER / J 
ES ES 
SE el 
+ 
= 
3 
E (Rm) 8 
A E 








da 
と ER 
x “ 
て ax 
IN vy 
2 x 
| Kt 
x —— _ 
y 
e 
#0 
ia) 
S  ZESIN ARK 
Marvin 


N 


> 
KGINY へ (ER) ROS 
TRI ONY G HO HOSE HOHE fo? 


基本 的 な 足 を 描く 
方 は S・M・ し 共通 で す 


足 の 基本 的 な 描き 


ES 


VIO" RRUROKHE SU 
ERY [X] USO HOLE WHO” 











MORWOLBSY 
NOTAR 














8% E 
ÚS AU. 0 
= と Bis | nn 
RMB SAPO BVO INO 46 bel 
wee x E MURORANO ン 
x6 # INS ARSE HO 
Ke —h Wt RA do? van E 
8 と 
E INTA RES 
SMB RL 
FRRINTA 
==. Es WOAH” 
A _— 
ORURO RAR Misono” 
ROOK — 
ta REL o” 
#6 
WHEHOHO be 
S ニニ ュー ニテ テニ | 
い > 
揚 
HE SS) N 
FH ; 
HUTS OLMO MORI N STEHE OQ RES a 
KW == = 
1J 
AN 
E = 
IN 
EN E 7 ー 
8 8 ge ON 
w ーー w iz y ペー 


か か と の 下 を 手前 に 描き ます 。 








全身 の 描き 方 
か ら だ の 各部 位 を 接合 する 


wen a 








Pé OSHA GR LR AERO Naotóto” 
ey 

















~ Se r A N 
Se ーー 一 \\ 
u. = 
E u 
\ ーーーーーー テ ーーーー ニ ーー 
» AS 、 き 
EELRASTTRLMEOR HEREIN ATHENS NV" 
fe SAC OME RINA E ain (04) Hao 
BOLE Hho” IN SS 
/ GT ペー 
en — / 
y» > SS 
= jj u => 
ン 7 テテ > や = = qn u ONY 
y = —A sy 


に 
er Y 


HARE RESINA BRAD ARSS O fo? 





BORING A #2 CHM A 


x 
[o] 


























全身 の 可動 域 


上 半身 
横 の 






腰 (下半身 ) まで 連動 
させ た 横 の 可動 域 は 広 
が り ま す 。 ほ ぼ 垂 直 ま 
で 曲がり ます 。 





腰 ま で 動か し た 上 半身 、 前 後 | 
の 可動 域 は 、 足 に くっ つく ま | 
で と ほぼ 垂直 まで で す 。 | 
* 訓 練 に より 可動 域 は 広がる | 
こと と も あり ます 。 | 


な 下半身 (2) 











足 の 前 後 へ の 可動 域 で す 。 足 の 横 方 向 へ の 可動 域 で す 。 
上 半身 の 重心 移動 込み で 可動 域 は 足 の み の 可 動 で は 垂直 が 限度 で 、 上 


半身 の 重心 移動 が 加わ る と 、 限 界 は 
広がり ます 。 一 方 の 足 の 前 で 内 側 へ 
の 可動 は クロ ス さ せる の が 限界 で す 。 


広がり ます 。 訓練 次 第 で 頭 まで 届 
く と と も 。 後 ろ は 斜め が 限界 で す 。 











膝 の 可動 域 


正座 か ら 直 線 的 に 足 を 伸 x 
ば すま で が 限界 で す 。 x u, — 
膝 の 横 へ の 可動 は で きま ‘A 
せん 。 
[=] 








// 足首 だ け を 軸 
に し た 可動 域 


HOSTIA 


訓練 次 第 で は それ 以上 に 可動 する 
と と も !? 








TEE ur 
: 
1.) 

7 | 4 | 
| | 

y 

& 


H PRMD RO tite” 


\ て いな い 瞬 間 が あり ます 。 


‘ 
>} e 
BR. 4 
d if 
= ' 
ダ 


a 
— Y 
Y”. 
UN UIAROLDIS AS 
NO 3: Y 


> 
/ 
ペー f 両脚 が 地面 に つ 


> 


fi 


emi > 
5 zx, 


= JA BS == 
— ) (RAE 
pi - EXE 
3 
Ts 
ーー 
\ Sy 7 を PAE == => 





寝 っ と ろ が る と 、 肩 や 腰 な どの 出っ張っ た 所 ンー こ 

所 と お 腹 や 足 な どの 引っ 込む 箇所 が 、 床 に 押 >) ー 

し つけ られ る と と で パラ ンス が 歪み ます 。 ーー TP W 、 寝 っ ころ が る 
/ | 


| 





全身 の アオ リ ・ フ カン 


DAY ・ ア オリ で 見 える 体 の サイ ド 部 分 の 比率 


上 半身 


下半身 


上 半身 


下半身 





100 直立 する 際 の 上 半身 と 下半身 の 角度 は それ ぞ れ 違う の で フカ ン ・ ア オリ で 見 える 比率 が 違っ て きま す 。 


フカ ン ・ ア オリ で の 
服 の シワ の つけ 方 
体 の 等 高 線 (の よう な も の ) 
に 沿っ て 、 フ カン ・ ア オリ 
で 変化 を つけ て 服 の シワ を 
描き まし ょ う 。 
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OREIRO 


ERNVIOSOERMVES MS OS 


>> 
$ | RLGAIVIRRI 1 





owe DEEL 
wi / rioarate meee LS KRSADLURBUG 
WO EMROSASIOSRR 
E SS 
ER 
(E 
EA 








IAS] *BNVSRSYHURR 
WHE HHO” LBAKSYUPROD 
VEN p<” 





elt 


y 


Er 


@KG を KT 
Bote 


(ES 


Er 


OMASKU BS mx 


PSOE LO? 
ECHRIMESPSVN" MIDI ~/ 
(oe PISO PORIOSIA” Kot 
Xx 1 BURY CBO Hote” 
OMR IE" NRACE WHE 


+ TSHR RENEW OD SV PHS HP? 


全身 の 作例 








後ろ に 下がる 肩 


お 腹 の 前 に 添え 


手 も 前 と 
後ろ に _ 








服 と シワ の 描き 方 
基本 的 な 服装 
Ir = 







引っ 張ら れ て シワ は 
縦 方 向 に 
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不 規則 (Z 字 型 ) 
に 走る シワ と ダボ 












カッ ター シャ ツ の ボ 
タン は 首 が 見 える よ 


の 


型くずれ し な い 
肩 と 上 腕 に 集 ま 
る シワ 





お し り に シワ な し 
股下 か ら シ ワ が 下 
り て いく 





ポケ ッ ト に 入れ る 
手 で た くし 上 げ ら 
れ た 裾 









脇腹 に で きる シャ ツ の 
だ ぼ つ き 





内 側 に お むけ て 走る シワ 
と スー ツ の 縦 ラ イン 


NNORBAMANTNASMRO 


LVERORIMES 
が 張り つく の で シワ 
= な し 
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大 きい サイ ズ で 
垂れ 下がる 袖 





下方 に 垂れ 下がる 裾 









腰 か ら 股 に か け て 
下り て くる シワ 
袖 か ら の ぞ く 指 先 






AER CHT SHE REN 
* 実 際 は 深く 重ね る 


出っ張っ た お 腹 

(実際 出 て いな 
く て も ) を 後ろ 
か ら 持 ち 上 げ る 
よう に 締め た 帯 
の 角度 
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体型 を ほとん ど 覆 い 
隠す フォ ルム 






風 に ひる が える 福 


わずか に 足 の 
ライ ン を 感じ 
BB 







帯 よ り 下 に シワ 
は ほとん ど な し 
で も 可 





全身 ポー ズ キ ファ ッ シ ョ ン 作 例 


“lk =. eh 
= A DESDE E 


あぐら を 組む 
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れい N ) 
¿QU 
N Sr of 


Un 
SS 





\ \ 
1 oe 7 
ho 


ALAR 
後ろ 手 に 座る 














軍服 
前 か が み に 座 る 


a Sie Wate 


差し 出し た 手 


男の子 の | 萌え 5 大 ポイ ント 」 


ここ で は 、 男 の 子 の イラ スト を 描く うえ で 、 重 要 な 「 萌 え 部 位 ] を 5 つ 選 ん で み ま し た 。 顔 は 中 

性 的 で も 、 こ この ポイ ント を お きえ れ ば 、 魅 力 的 な 男の子 に 変身 する で し ょ う 。 特 に 体 に つい て 

は 、 女 の 子 の 体 の つく り と の 何 い を 意識 し て 描く と 、 よ り 男 らし さ が 出 る か も し れ ま せん 。 ま た 、 
女の子 に 比べ て 肌 の 露出 が 少な い の で (洋服 な どの 違い で )、 こ れ ら の 部 位 を ナラ リ と 見 せる よ 

うに 描く と 効果 アッ プ で す 。 
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|. 鎖骨 





骨 張 っ た 鎖骨 は 男 ら し さ を 表し ます 。 首 の すじ と 鎖骨 を 描け ば 
一 気 に 男らしく な り ま す 。 服 で 体 の ライ ン が 隠れ て いて も 、 鎮 
骨 部 分 だ け 露 出 き せれ ば 、 そ れ だ け で その キャ ラク ター の 体型 
が わか り ます 。 体 が 大 きく な る ほど 、 鎖 骨 は 強調 され る よう に 
な り ま す 。 














女の子 の 比較 的 手触り が よさ そう な すべ すべ 、 ぷ に ぷに 手 に 比 
べ て 、 男 の 子 の 手 は ご つ ご つ 、 骨 張っ て る よう に 描き まし ょ う 。 
一 番 差 を つけ や すい の が 手の甲 で す 。 手 の 甲 の 骨 を 強調 する こ 
と で 、 た くま し い 手 に な り ま す 。 手 の 指 も 細く 長く 、 や や 角張っ 
て 描く と 力強く 見 えま す 。 

















二の腕 や 腹筋 な ど 、 細 い 体 つき の 男の子 に も 、 少 し 筋肉 の すじ 
を 描く と 、 そ れ だ け で 男 ら し さ が ぐん と アッ プ し ます 。 普段 は 
服 で 隠れ て いま す が 、 脱 い だ ら 引き 締まっ た 体 、 と いう の が 理 
想 の 体型 で し ょ うか ……。 腰 ライ ン が 萌え る 体型 と は あま り 重 
な る こと は あり ませ ん 。 

















萌え る 男の子 は 腰 が 細い の が 鉄則 で す 。 そ の た め 背 中 か ら 腰 に 
か け て の ライ ン が ゆる や か な S 字 を た どり ます (女の子 ほど 急 
カー プ で は あり ませ ん )。 ぴ っ た り と し た 服 を 着 て いる 場合 は 
腰 に か け て すら っ と し た ライ ン を 描い た り 、 シ ャ ツ な ど は 腰 で 
シワ を つく り ま し ょ う 。 














. お ヘソ 





チラ リ と 見 える お ヘソ は 無防備 な 印象 を 与え を ます 。 ジ ャ ンプ し 
た と き や 背 伸び し た と き 、 服 を 着脱 する と き な ど に 見 えま す 。 
上 半身 神 の と き に は あま り 目 立ち ませ ん が 、 服 を 着 て その すき 
間 か ら 見 える お ヘソ は 何と も 言え な い 上 魅力 が あり ます 。 
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鎖骨 と 首 ま わり の 代表 的 な 筋 内 ペー 





体 表 面 に 現れ て いる 内 部 構造 で 代表 的 
な の は 鎖骨 と 胸 鎖 乳 突 筋 の 2 つ 。 


し 4 
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tp 
u 
= 
10 
Sal 
っ 
aK 


当て た 手 





= 





ネクタイ を ゆる め る 手 
PAL 
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筋肉 の 線 は 、 胸 A) Pike 
の 深く 陰影 の つく 箇所 は 濃く 太く 、 


HR (腹筋 ) や その 他 の 筋肉 線 は 
細く 、 あ る い は 色 で 表現 し ます 。 


線 を 入れ 込み すぎ る と うる さく な る 
の で 、 体 の 輪郭 線 で 筋肉 の 凹凸 を つ 
ける と 効果 的 で す 。 






ゆん E』3 と っ を 


RAR ae = 
a 
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パン ツ (ズボン ) を 腰 究 きす る 際 に 浮き 出 て いる 骨 は 、 
BROKE CUDAHY ET. 


骨盤 (BS) 





横 か ら 見 た 腰 ま わり 
骨盤 (AR) の 体 表面 に 表 
れる 箇所 は 真横 か ら 前 に か 
け て で す 。 





Be. 


il. dl 


ANDINAS 
SHR SR SS Boe S sn 


お ヘソ サン プル 





i} 
た \ 
S MA 
| | | 
AA 


の Se 








El デフ ォ ル メキ ャ ラク ター の 感情 表現 


デフ ォ ル メキ ャ ラク ター を 描く と き に は 、 し ぐさ や 表情 を 大 げ さ に 表現 す 
る の が ポイ ント で す 。 特 に 顔 を 描く と き は 、 ギ ャ グ 顔 や 漫 符 (漫画 を 描く 
と き に 使う 独自 の 記号 ) を 使っ て わか りや すく 描き まし ょ う 。 










目 を ニッ コリ させ て 
| A PY) わか りや すく し て い 
| \ I ます 。 







) と 
| 漫 符 を 大 きく つけ て 
怒り 具合 を 強調 で す 。 


手 の 動き も 大 げ さ に 
する と 可愛 さ UP ! 


デフ ォ ル メ の 表情 は \ 
や りす ぎ な くら い 大 
げ さ に し まし ょ う 。 y 


デフ ォ ル メキ ャ ラ の 顔 は 
I) で きる だ け シ ンプ ブル に ! 


も っ と B 明 える 
TEN こう 


a A 基本 的 な 男の子 が 描け る よう に 


) な っ た ら 、 そ の 男の子 に 性 格 や 独 
AP > メル 自 の 魅力 な ど を 盛り 込ん で 、 オ リ 
ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 描い て み ま 
| Lido 男の子 の 性 格 に よっ て 異 
al | な る ファ ッ シ ョ ン や し ぐさ を うま 
ÓN く 描き 分 けた り 、 男 の 子 な ら で は 
)\ の 「 可 愛 き ] 「 セ クシ ー さ 」 [HS 
LE を プラ ス す る と 、 よ り 一 層 
y キャ ラク ター の 壮 力 が 増す と 思い 
ます 。 

この 章 で は 、 オ リ ジ ナ ルキ ャ ラク 
ター の 個性 を つく る コツ に つい て 

S 5 つの 例 を 紹介 し ます 。 
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A Ds a i a Ea a bs a i ba 





ie 


um 








| 小さ な 子 に は 大 き 


| 一 フレ ー ム が 似 合 


| ラク ター も 個性 的 
| で す 。 


CO オリジナル キャ ラク ター を つく る コツ ① 


= 
ここ の ポイ ント で 個性 を 出す ー フ ァ ッ ショ ン 編 ~ー 
男の子 は 女の子 に 比べ て 洋服 の バリ エー ショ ン は 少な いで す が 、 そ の 着こなし に よっ て キャ ラク 
ター「 ら し さ 」 を つく る こと が で きま す 。 同じ ジー パン で も きち ん と 容 い て る か 、 腰 で 容 い て る 
か 、 ダ メー ジジ ー ン ズ を 容 い て る か な どの ちょ っ と し た 違い で も 、 異 な る 性 格 の 男の子 が 表現 で 
きま す 。 ほ か に も 、 
・ 制 服 の 着こなし 方 (同じ 学 ラ ン で も イン ナー が Y シャ ツ か T シャ ツ か で も 大 き な 差 で す ) 
・ 好 み の サ イズ ( 体 に フィ ッ ト す る 服 か 、 だ ぼ だ ぼっ と し た 服 か ) 


| ・ 色 (基本 的 に 男性 は 紺 や 茶 な どの 落ち 着い た 色 が 似合う が 、 白 黒 メ イン は シッ ク な イメ ー ジ 、 


原色 は 活発 な イメ ー ジ ) 
・ 小 道具 (カバ ン 、 靴 、 ア クセ サリ ー な ど ) 


| な ど で 差 を つけ て み ま し ょ う 。 








同じ 制服 で も 、 夏 面目 キャ ラ は プレ 
ザー の ボタ ン も ちゃ ん と 留め ます 。 

イン ナー も キャ ラク ター に よっ て Y 
シャ ツ 、 バ パー カー な ど 幅 広く 選択 で 






な 黒 ぶ ち メ ガ ネ 、 
大 人 の 男性 に は ノ 


いま す 。 眼帯 キャ 


















帽子 いろ いろ 


スポ ボー ツ 青 年 は キャ ッ プ で 。 





A クー ル な キャ ラ 
に は キャ スケ ッ 
ト が 似合い ます 。 






リ 
スー ツ で 少し フォ ー 七 分 丈 の バン ツ は 少 


/ ロン グ コ ー ト と ロン 
マル 、 大 人 っ ぽく 。 (N ぐう / 年 らし く 見 えま す 。 


グ ブ ー ツ で カ ダ ジュ ア 
ル だ けど 落ち 着い た 
服装 に 。 









オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を つく る コツ ②⑧@ 


ここ の ポイ ント で 個性 を 出す ー し ぐさ ・ ポ ー ス 編 ー 


し ぐさ や 感情 表現 に お いて も 、 い ろ い ろ な 表現 方 法 が あり ます 。 通常 、 小 さい 子 は 感情 表現 が 豊 
か で 、 逆 に 大 人 の 男性 は 冷静 で スマ ー ト で す 。 ま た 、 動 き や し ぐさ に 関し て も 、 小 さい 子 は 大 き 
く 、 オ ー バ パー アクション 、 大 き な 人 は 控え め に する の が 基本 で す 。 し か し 、 こ の パラ ンス を 崩し 
た と きこ そ 、 そ の キャ ラク ター の 魅力 は ぐん と アッ プ し ます 。 ギ ャ ッ プ を 意識 し て キャ ラク ター 
を つく る と 面白 いで し ょ う 。 6 















同じ 「 花 東 の 渡し 方 」 で も 性 
格 に よっ て 変わ り ます 。 花 の 
種類 も セッ ト で 変え る と 、 さ 
り げ な く 個 性 を 主張 で きま す 。 


スポ ー ツ 観戦 。 同 じ も の を 見 て いて も キャ ラ 
クタ ー に よっ て リア クシ ョ ン が 異な り ま す 。 
表情 だ け で な く 、 し ぐさ に よっ て 個性 を 出す 
こと が で きま す 。 







小さ い 子 と 大 きい 動物 、 大 人 と 小犬 や 小動物 と い 
う 大 と 小 の 組み 合わ せ は バラ ンス も 良く 、 キ ャ ラ 
クタ ー も 動き や すく な り ま す 。 





同じ 外見 で も 、 性 格 が 違う と 異な る リア クシ ョ ン を する の で 別人 の よう に な り ま す 。 
Point: キャ ラク ター を つく る と き は 外見 だ け で な く 、 性 格 も 細か く 設定 する と いい か も し 
れ ま せん 。 
例 : 女 生徒 に 「 先 生 っ て カワ イー ! 」 と 言わ れ た と き の リ アク ショ ン 





\ } "Y 
① 笑 顔 で か わす : 「 そ れ は どう も あ ② 落 ち 込 む : 「 か っ こい い 」 な ら ま ORNS: 大 人 の 男 が 「 可 愛 い 」 な 
り が と う 」 と サワ ヤ カ に レス ポン ス 。 KLe (ABO) な ん て 男 と し て の ん て 恥ず か し い ……! ちょ っ と 女 
女性 の 扱い が うま そう !? 魅力 が …… | と 本 気 で 落ち 込む 。 性 と 接する の は 慣れ て な いみ た い ? 








オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を つく る コツ ③ 


で の の の 〇 の の ひので ひで G の の の の で の の の の の の の の G の の の の の ら の ゃ の の の の の で の の ゃ の ゃ の の の の の で の の な の の で の の の oo 


ワン ポイ ント で 可愛 さ を 見 せる 


男 の の 可愛 さ は 大 き な 萌 え ポ イン ト で す 。 見た目 は か っ こい い の に 、 例 えば 甘い も の が 大 好き 
だ っ た り 、 泣 き 虫 だ っ た り …… そ うい っ た 見 た 目 と の ギャ ッ プ は いつ で も 萌え ゴコロ を くす ぐり 
ます 。 フ ァ ッ ショ ン で も 、 エ プロ ン を つけ た り 、 ア クセ サリ ー を つけ た り と 、 可 愛 い アイ テム を 
セッ ト す る だ け で 萌え キャ ラ が で き あ が り ま す 。 


5 > 
ス N SE a 願 に クリ ー ム が つい た り 、 to 
ジュ ー ス が と ん だ り は 女 の ; 

\\ 子 と 同じ で 重要 萌え ボイン = 


ト で す 。 ド ジ っ 子 ア ピー ル e 
y に な り ま す 。 































男の子 萌え の 鉄板 ・ 女 装 ! 
意外 と 似合っ て る の は お 約束 
で 、 と ん で も な い 美 少女 に 変 
身 す る こと も !? わざ と ハズ 
し て ギャ グ っ ぽく し て も か わ 
いい で すね | 


鉛 区 を 意味 も な くく わ 
えて る の が 本 いで す 。、 


ネコ や イヌ な どの 動物 耳 十 し っ 
ぼ は 定番 の 萌え アイ テム 。 いろ 
いろ な 動物 を キャ ラク ター に 当 
て は め て みて くだ さい 。 















女の子 の アク セ サ リ ー を つけ る と 
可愛 らし さ UP で す 。 


同じ よう に 前 髪 を 結ん だ り 
する と 、 お デコ が 見 えて 可 , 


EXRAFI. M 


ダブ プル ピース! ノリ ノリ で や る 子 と 恥ず か し 
が っ て る 男の子 。 脇 を 開け て 元気 な し ぐさ と 脇 
を し め て し ぶし ぶ …… と いう 感じ で す 。 


可愛 さ を 出す 究極 の アン グル 上 目 和 遣い ! 
ちょ っ と ずら し た メガ ネ が また キュ ー ト 
に 見 せま す 。 





il EIA IL ll AE IA li ld ll e Ll 
I オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を つく る コツ ④ 


_ ワン ポイ ント で セク シー さ を 見 せる 


II 男の子 の セク シー さ は 、 普 段 は 隠れ て いる 肌 を 句 出 させ た と き に 

— 現れ ます 。 そ こ か ら 出 て くる 男らしい 体 や 無防備 な 雰囲気 に 色気 

Cl を 感じ ます 。 ま ず は 「 萌 え 5 大 ポイ ント 」 を 参考 に 、 肌 を 少し だ 
け の ぞ か せ て みて くだ さい 。 

有 | ほか に も 、 大 人 の 男性 特有 の し ぐさ に も セク シー さ が に じみ 出る 

| こと が あり ます 。 














指 を な め て いる し ぐさ 。 
「 舌 」 は 隠れ た セク シー 
ボイン ト で す よ ね …… ! 





af 
NY 


AAN Ns), 
\ / 化学 の 先生 や 保健 室 の 先生 


| / / が 着る 白衣 は 大 人 の 魅力 を 





アビ ピール する 鉄板 衣装 で す 。 





コー ト の 裸 を 立 
て る し ぐさ は 男 
性 特有 で す 。 _ 











| 
| | | 
J io! | \ 





BROWS TES iene MA vee 










髪 を 結ぶ と うな じ が 見 えま す 。 
男の子 で も うな じ は セク シー 
ポイ ント で す 。 





水 に 濡れ て シャ ツ が 肌 に 張り 
つい て いる と 体 の ライ ン が 浮 
き 出 て と っ て も セク シー ! 


背広 を 着る し ぐさ は サラ リー マン 特有 の 
NN、 セク シー ボイン ト だ と 思い ます 。 7 


素肌 に シャ ツ を 羽織 る よう に 
着 て いる と セク シー。Y シ ャ 
ツ は 男の子 の 「 萌 え ] が た く 
さん つま っ て いま す 。 


オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を つく る コツ ⑤ 


So oe@G の の で の で の G ら の G の ひ の の Go の oO の で の の の の の の の の の で の ひので の で の の の る の で で の の る ひで の で の 


ワン ボイン ト で 男 ら し さ を 見 せる 


女 の 地 と 比べ て 、 豪 快 に ご 飯 を 食べ た り 、 動 き に 制約 が な い の が 男の子 で す 。 女の子 に は で き な 
い 大 胆 な 動き や ポー ズ は 、 男 らし さ を 上 げ る 助け に な り ま す 。 ま た 、 筋 肉 や 喉仏 な どの 男性 独自 


と き の ノ ド の 動き © 
が 堪り ませ ん 。 


ry 
豪快 に ハン バー ガー に か ぶり 
つく 。 品 を 大 きく 開け る と 、 
男らしい で す 。 


学 ラ ン や ロン グ コ ー ト 、 マ ント a 
は 男 ら し さ を 表 す ア イ テ ム で す 。 | 
身長 を 高く 、 体 型 も 少し 大 きく 

見 せる こと が で きま す 。 





オリ ジ ナ ルイ ラス ト 
を 掴 こう 


それ で は 、 実 際 に カラ ー イ ラス ト 
に 挑戦 し て み ま し ょ う 。 塗り 方 の 
違う カラ ー イ ラス ト の メイ キン グ 
を 2 作品 と 、 オ リ ジ ナ ル ジ ャ ン ル 
の カラ ー イ ラス ト を 8 作品 紹介 し 
ます 。 絵 師 の 塗り 方 や 作品 に 対す 
る こだわ り を 参考 に 、 自 分 自身 の 
萌え を 形 に し て みて くだ さい 。 
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ノコ ント ラス ト 
今回 は 背景 (コン トラ スト (ここ で は 明暗 の 
対比 ) を 加え る た め 、 最 初 に 白黒 で 色 を 置い 
て お く こ と に し まし た 。 ま ず 最 初 に 灰色 で 塗 
。 り 潰 し て 、: 影 に な る と ころ に 黒 を 置き ます 。 
- つい で 光 の 部 分 に 白 を 置き まし た 。 


人 物 に も それ らし い 影 を イメ ー ジ 用 に 加え て 
お きま す 。 


今回 は ヒロ イン 系 の 少 
の 写真 を 参考 に 描き まし た 。 


ラフ が で きた ら 線 画 を 描き 


ます 。 ち な み に バ ー ス は とこ 
ん な 感じ で す 。 ア イレ ベル 
(水平 線 ) が 下 に と っ て ある 


<| の で 、 建 物 は アオ リ (見 上 


げ る 形 ) に な り ま す 。 


線画 は 後 で 修正 し や すい よ 
うに PARI AMOR TA 
物 CALDO] の 3 つ に 分 け 
て あり ます 。 






オー パー レイ で 色 の 
イメ ー ジ を の せま す 。 









肌 は 、 ま ず ペ ー ス を 塗っ た あと 、 新 規 レ イヤ ー を つく っ て クリ ッ ピ ング し て 、 通 

常 モ ー ド で 2 段階 オレ ンジ 寄り の 色 を 水彩 筆 で 塗り ます 。 さ ら に も う 1 段階 、 一 
番 濃い 影 を 塗り ます 。 さ っ きま で は ぼかし て 馴染 ませ な が ら 塗 り ま し た が 、 こ こ 
で は 乗算 モー ド 「 水 彩 境界 ] を か け て は っ きり 塗り ます 。 紫 色 が オス ス メ で す 。 


その 後 筆 で 影 の ライ ン を つく っ た あと 、 水 彩 筆 で ふち を 残し て 馴染 ませ まし た 。 
わか り に くい で す が 、 薄 ピン ク を 乗算 モー ド で 、 ア イシ ャ ドウ ぽく 影 を 追加 し ま 
し た 。 本 来 な ら あ と ほっ べ に 赤み を 足す の で す が 、 今 回 は 男の子 な の で この 程度 で 。 
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次 に 髪の毛 で す 。 ま ず ベ ペー ス 
色 で 塗り 濱 し ます 。 頭 の 丸み 
が わか る よう に 影 を 追加 し ま 
す 。 


乗算 モー ド 「 水 彩 境界 」 設定 
で 髪 の 細か い 影 を 描き ます 。 
さら に 細か い 影 を 乗算 モー ド 
で 追加 し まし た 。 あ まり や る 
と くど く な る の で 、 こ と こと で は 
水彩 境界 は か け ま せん 。 


最後 に 、 オ レン ジ 色 を 発光 
モー ド で 薄く 塗っ て 、 光 を 表 
現し ます 。 影 に 紫 を 使っ て 光 
に オレ ンジ を 使う の が 綺麗 で 
す 。 さ ら に 光 を 描き 足し て 髪 
の 毛 は 一 応 こ れ で 完成 で す 。 





mm > E 


©: Ed na eee LU 
、 影 の 隣 に 照り 返し を 入れ る と いい 
BUTT. HT AY LOB. HER 
部 分 に チェ ッ ク 」 を し て お く と 透明 で 
色 を 塗る こと が で きま す 。 消 し ゴム よ 
り 柔 ら か く 、 自 在 に 色 を 薄め た り 削 っ 
た りす る こと が で きま す 。 

: 金属 は 影 を か な り 濃 い 目 に 塗っ て お い 
て 、 光 を 入れ る と つや っ つや に な っ て 
メタ ル 感 が 出 ま す 。 

: 真珠 を 塗り ます 。 白 で 塗り 潰し た 後 、 
黄色 より の 灰色 で 影 を 入れ ます 。 オ レ 
ンジ 色 を 発光 モー ド に し て 塗り ます 。 
ボイン ト は 光 が 当 た っ て る 反対 側 も ふ @ 
ち を な ぞ っ て あげ る こと で す 。 /\e 


oe 

68 de 

0: 白目 は 真っ 白 よ り は や や 黄色 が か っ た 色 に し て 塗り 潰し 、 目 頭 と 目じり を 
ぼかし ます 

: 今回 キャ ラ が オレ ンジ ~ 紫 な の で 、 補 色 に あたる 黄 緑 ~ 薄 青 を 瞳 の 色 に し 
ます 。 新 規 レ イヤ ー で 目 の 中 を 描き 、 レ イヤ ー を 複製 し て 、 そ の レイ ヤー 
だ け に 目の下 部 分 を 描い て お きま す 。 

: 複製 し た レイ ヤー を 元 の レイ ヤー の 下 に し て 、 元 の レイ ヤー を 乗算 モー ド 
に 変更 し た あと 、 不 透明 度 保護 を 入れ て 薄い 青 で 塗り 潰し ます 。 
瞳 の ペー スレ イヤ ー の すぐ 上 に 新規 レイ ヤー を 追加 で つく っ て 、 有 瞳孔 の 部 
分 に エメ ラル ド グ リ ー ン を 足し まし た 。 

: 瞳 の 一 番 上 の レイ ヤー に 戻っ て 、 さ ら に 新規 レイ ヤー 乗算 モー ド で 影 を 足 
し まし た 。 こ こ で 少し 色調 補正 を し て お きま す 。 

: 発光 モー ド で 目 の 中 心 に 光 を 入れ ます 。 さ ら に 発光 モー ド の レイ ヤー で 目 
の 光 を 入れ ます 。 

O: 瞳 の レイ ヤー は この 段階 で すべ て 結合 し て 、 全 体 的 に 影 を 入れ ます 。 さ ら 
に 1 段階 濃い 影 を 入れ ます 。 

: 瞳 の 一 番 暗 い 部 分 の 色 を スポ イト で 取っ て 上 睡 毛 を 塗り ます 。 い くら か 濃 
EATUTTBEIBBRAELTHBEET, BEIMBZILMA THR 
EUELH KSICMEOMSUMPEY—D—CGHEET. 

: 線画 の 上 に レイ ヤー を つく っ て 百 
で 光 を 入れ た ら 、 目 は 完成 で す 。 
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7 仕上 げ 


最後 に 、 髪 を 透け る よう に 少し 
加工 し た あと 、 さ っ き 塗 っ た 統 
合 済み の 目 の レ イヤ ー を 複製 し 
て 、 髪 レイ ヤー の 上 に 乗算 モー 
ド 、 ク リッ ピン グ 化 し て 不透明 
度 を 下げ る と 、 目 も 髪 か ら 少 し 

透け て 見 えて る 感じ に な り ま す 。 
これ で キャ ラ の 塗り は 完成 で す 。 
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1 ラフ ー 下 塗り 


大 ま か に 人 物 ・ 背 
景 で 色分け し た ラ 
フ を つく り ま す 。 
バッ と 見 た と き 、 
人 物 の 目 に 視線 が 
いく よう に 三角 形 
を 意識 し て 配置 。 





















人 物 ・ 花 ・ 背 景 を 
それ ぞ れ 別 レ イ 
ヤー で ベン 入れ し 
た ら 、 パー ツ ご と 
に ペタ 塗り し ます 。 
これ で 下ごしらえ 
は 終了 、 塗 り に 進 
み ま す 。 





育 景 の ある 絵 の 場合 、 最 初 に ザッ と 適当 で 良い の で 背景 に 色 を 足元 の 草 は 大 雑 把 に 「 奥 側が 黄色 く 彩 度 高め 、 
置き ます 。 手前 が 暗く 青 緑 」 と 決め て 描き 込み ます 。 と 
今回 の 絵 は 「 右 の 窓 か ら 陽 が 差し て いる 」 こと を 意識 し ます 。 きど き 水 色 や オレ ンジ で アク セン ト を つけ る 
壁紙 の スト ライ プ に 黄色 を 入れ て 壁 と な じ ま せ ます 。 と 、 見 た 目 が 綺麗 に な り ま す 。 





肌 も [右側 か ら 光 を 浴び て いる ] と いう こと を 考え な が ら 塗 っ て いき ます 。 

最初 に 薄く カゲ を 描き 、 徐 々 に 濃い 色 で 塗り 込み ます 。 

左 の 窓 か ら も 弱い 陽 が 入っ て いる の で 「 真 ん 中 あたり が 一 番 濃く 、 両 サイ ド は 薄め の カゲ 」 を 置き ます 。 
肌 の カゲ 色 は ペー ス の 肌色 より も 赤 を 強め に する と 、 肌 が 生き 生き し て 見 えま す 。 
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ベー ス の 色 を 元 に 、 下 は 濃い 青色 上 は 薄 
い 水 色 の グラ デー ショ ン を つく り ま す 。 
その グラ デー ショ ン の 上 か ら 濃 い 青 色 で カ 
ゲ を 塗っ て いき ます 。 こ こと で も 光源 を 意識 
し て 作業 し ます 。 

顔 の まわ り の 髪の毛 は 、 あ えて 肌色 で 毛 先 
を 塗る と 透明 感 が 出 ます 。 

ある 程度 影 が で きた ら 、 新 し い レ イヤ ー を 
つく っ て 群青 一 黄 緑 で グラ デー ショ ン を か 
け ま す 。 

その グラ デー ショ ン の レイ ヤー の 透明 度 を 
下げ て オー バー レイ に 設定 する と 、 さ っ き 
まで た だ 青かっ た 髪の毛 が ふん わり と 優し 
い 色 合い に な り ま し た 。 


目 は 一 番 重 要 な 場所 な の SV 
で 、 薄 い 色 一 濃い 色 で 何 
度 も 重ね 塗り を し ます 。 

グラ デー ショ ン を つく る 
つも り で 上 か ら 下 に 濃い 
色 を 重ね て いき ます 。 ー 
た だ 濃い 色 だ け だ と 重 た N 

い 印象 に な る の で 、 鮮 や 
か な 青 を 瞳 の 右上 に 入れ 
て アク セン ト に し て み ま 
し た 。 

最初 に 薄い 青色 を 光 を 入 
れ た い 部 分 に 塗り 、 そ の 上 か ら 白 い 光 を 入れ る と 光 が 
障 に 馴染 み ま す 。 

ロロ は 「 舌 と 奥 の 暗 が り 」 を 意識 し て 塗り ます 。 そ の 上 
か ら 白 と 灰色 で 歯 を 描き 込み 、 口 全体 に 奥行 き を 出し 
ます 。 
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有 | 所 は 塗る 面積 が 大 きい の で 、「 面 」 を 
意識 し て 塗り ます 。 

この 絵 は 「 右 か ら 強 い 光 、 左 か ら 淡 

い 光 」 が 入っ て いて や や こし い の で 

最初 に 大 ま か な 濃い 色 を カゲ に な る 

部 分 に 塗り まし た 。 

腰 と ズボン は 服 の シワ に 注意 し て カ 

ゲ を 入れ ます 。 生 地 が 硬め な の で カ 

142 。 ゲ も 大 きめ に 入れ ます 。 ワ イシ ャ ツ は 柔らか い 素 材 な の で 、 な る べく 細か い シ ワ を カゲ で 表現 し ます 。 灰 

色 に 水色 や 紫 を 入れ る と 色 に 深み が 出 ます 。 


7 サッ クス 


サッ クス は 金属 な の で 「 影 TEE 
と 光 の て か り 」 を 強調 し ま 

す 。 | 
全体 的 に 彩 度 は 人 物 よ り も | 
高め に 塗り 、 強 い 光 が 入る 

と ころ の 隣 に あえ て 濃い 影 AL 
を 置い て 光沢 を 表現 し ます 。 ド 


口元 の 黒い 部 分 は プ ブラス 
チッ ク な の で 、 RUBIA 
き な 光 を 入れ て 金属 より も | 
軽い 印象 で 。 | 
逆 に 、 口元 の マウ スピ ー ス | | 
部 分 は 人 竹 で で き て いる の で 、 E 
縦 線 を 入れ て 木 の 質感 を つ | 
け ま す 。 | 














花 は 「 ペ ー ス の 色 ・ カ ゲ ・ 
も っ と 濃い カゲ ・ て か り ・ 
Hl の 順番 で 塗り ます 。 
彩 度 は 高め に 、 カ ゲ も は っ 
きり と 描き 込み ます 。 


マリ ー ゴ ー ル ド は 花弁 が 小 
さい の で 何 枚 か まとめ て カ 
ゲ を 塗り 込み 、 向 日 葵 の よ 
うに 花弁 が 大 きい 花 は 1 枚 
1 枚 に 花 の 筋 を 描き 入れ て 
いき ます 。 

な る べく 同じ 色 の 花 が 隣り 
合わ な いよ うに 花 を 配置 す 
る と 、 見 た 目 が 華やか な 花 
東 に な り ま す 。 


すべ て の 花 が 描き 込め た ら 
1 枚 新 し い レ イヤ ー を つ 
くっ て 、 白 い カ スミ 草 を 追 
加 す る と 花 全体 に 立体 感 が 
出 ます 。 


仕上 げ 


適当 な まま 終わ っ て いた 窓 
枠 を 塗り 込み 、 光 が 差し 込 
ん で いる 部 分 と 影 の 部 分 を 
明確 に し ます 。 


頭上 の 花 が ちょ っ と 寂し い 
の で 、 コ ピー& ベ ペース ト で 
増やし て 花 の アー チ を つく 
り ま し た 。 

足元 に チュ ー リ ッ プ を 3~ 
4 本 描き 足し 、 こ れ も コ 
ピー し て 数 を 増やし ます 。 


頭上 の 花 が 目立っ て し まっ 
て いる の で 、 明 る め に し て 
人 物 を 目立た せま す 。 

光 の 加減 や カゲ の 濃 さ を 調 
整 し て 完成 で す 。 
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彩 り の 旋律 世 鳥 アス カ 


AY 


花 に 嵐 


水口 十 





145 





部 活 帰 り ? Aula 








イノ オカ 


D 
x= 
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待ち 合わ せ way 





Symphony に も し 








P.145 ~ P.152 掲載 の カラ ー 
イラ スト に つい て 、 作 者 が ボ 
イン ト を 解説 し ます 。 





【 旅 】 
ko + P.154 mE P.156 


reizt] 
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【 部 活 帰り ?】 
森山 し じみ 


【 階 段 に て 】 
黒 枝 シア 


P.160 











【 待 ち 合 わせ 】 【Symphony】 
山田 パン P.164 に も し P.166 
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タイ トル 


作家 名 : 


キー ワー ド : XE, 


f6lcial 


水口 + 


現代 学生 二 日 本 刀 、 戦 闘 


[ME] ------- 


ひと くく り に 動物 と 
言っ て も 、 そ れ ぞ れ 特 
徴 が あり ます の で 、 写 
真 を 見 て 観察 ・ 練 習 し 
な が ら 描 きま す 。 

今回 の キャ ラク ター は 、 
日 本 犬 の イメ ー ジ で し 
た 。 犬 の 耳 は 猫 と 比べ 
て 肉 厚 で 、 耳 の 中 に も 
フサ フサ と 毛 が 生 えて 
いる 印象 が あり ます 。 
実際 に 触っ た と き の フ 
サフ サ 感 を 思い 出し な 
が ら 描 いて いま す 。 動 
物 は 可愛 いで す よ ね 。 








【 動 き の ある 絵 】 


動き を 止め た と き を 描 
く と いう より は 、 動 き 
の 中 の 一 瞬 を 切り 取っ 
た イメ ー ジ で 描く と 、 
前 後 の 流 れ を 感じ る た 
め 、 よ り 想 像 を 促す 絵 
に な る 気 が し ます 。 こ ご 

合 は 、「 萌 え 」 で 
は な く 「 燃 え 」 か も し 





今回 は ポー ズ 集 を 参考 
に し まし た が 、 鏡 で 確 
認 し な が ら 描く こと も 
多い で す 。 















RO]. 


裾 の な びき 方 な ど は 、 じ つ は ちょ っ と 嘘 を つい て 
いま す 。 

イラ スト で す の で 、 勢 い を 出す た め に 「 本 当 の よ 
うな 嘘 」 を 入れ る の も アリ か な と 思い ます 。 入 れ 
過ぎ る と お か し な 絵 に な り ま す の で 、 バ ラン ス を 
見 な が ら 。 





・【 表 情 】 


「 規 像 が 膨らむ 絵 ] が 
自分 の 中 の テー マ で し 
た の で 、 感 情 が 込め ら 
れ た 表情 ・ 何 か 言っ て 
いる 、 セ リフ 聞こ えて 
きそう な 表情 を 目指 し 
まし た 。 


ER 


( 空 ・ お 地蔵 さま )】 


今回 は 自分 で 写真 を 撮 
り に 行き 、 参 考 に し ま 
し た 。 
写真 に 写っ た 情報 だ け 
で は な く 、 空 気 や 温度 
な ども 肌 で 感じ る た め 、 
そう いっ た も の を 表現 
で きれ は 奥行 き が 出る 
の で は な いか が と 思い ま 
す 。 














「 見 た 人 の 想像 が 膨らむ も の 」 が 萌え に つなが る の で は 、 と 
いう と ころ を 出発 点 に 描い て み ま し た 。 

コミ ッ ク 系 の イラ スト で は あり ます が 、 そ の 中 に リア リティ 
が 見 えた と き に ドキ っ と 胸 を 打つ 気 が し ます 。 

モチ ー フ と し て は 、 動 物 耳 ・ 日 本 刀 ・ 戦 闘 な ど 、 自 分 の 好き 
な も の を 詰め 込み まし た 。 

















自分 の 絵 の 場合 、、 モ デル さん の よう に 決め た 顔 だ 
と 無 表 情 な 人 に な っ て し まう た め 、 表 情 は ちょ っ と 
大 げ さ に 描い て いま す 。 ど うい っ た 描き 方 を し た と 
き に 魅力 的 に な る か は 人 に よっ て 違う と 思い ます の 
で 、 自 分 に 合っ た 描き 方 を 探し て みて くだ さい 。 





ヘア カタ ログ な ど を 見 て 、 た ま に 練 習 し ます 。 た だ 、 
現実 の 髪型 を を その まま イラ スト に する と 意外 に お 
と な し すぎ た りす る の で 、 適 度 に デフ ォ ル メ し て 
いま す 。 絵本 に よっ て は 、 現 実に 胎 し た も の の ほ 
う が 良 いか も し れ ま せん 。 


・ 手 
今回 は 構図 の 都合 で 入り ませ ん で し た が 、 感 情 表 
現 を する 際 は 手 の 表情 も 大 切 に し て いま す 。 描き 
に くい 形 の 場合 は 、 鏡 で 映し な が ら 描 きま す 。 

















萌え キャ ラク ター の 描き 方 と いう こと で 、 自 分 の 絵 は ち ゃ ん と 萌え る 絵 な の だ ろう か と 心配 に な 
りつ つも 、 楽 し く 描 か せ て いた だ きま し た 。 正統 派 の 晴 え で は な く 、 姿 則 的 な 方 向 だ っ た か も し 
れ ま せん 。 

葉 ら く 、 他 の 作家 さん の ペー ジ で も いろ いろ な 萌え の パタ ー ン が 提示 され て いる か と 思い ます 。 5 
回 描か せ て いた だ いた 絵 で は 現実 に は な い 色 も 使っ て いた り し ます が 、 自分 は この 色 が ここ に あっ 
た ほう が 落ち 着く 、 定 番 の モチ ー フ で は な いけ どこ れ が 好き だ ! と いう も の を 自由 に 選択 し て 
描い て みる と 、 面 白い 絵 に な る と 思い ます 。 

楽し く て 仕方 な い 、 と いう 気持 ち が 伝わっ て くる 作品 は 、 何 より も 魅力 的 で す 。 


156 いも の に し よう と 思い 


タイ トル : iR 


作家 名 : mg 


キー ワー ド : 帽子 、 眼 帯 、 動 物 





[MF] +++... .0. 18 


帆 子 は 写真 を 参考 に し 
て いま す 。 ワ ン ポ イン 
ト の デザ イン を 加え て 
お 洒落 な キャ スケ ッ ト 
に し て み ま し た 。 


【 動 物 】………… 


2 匹 の 動物 も 架空 の 生 
EMT. A ROA 
メー ジ で す 。 

毛並み な ど 、 抱 きつ き 
た く な る よう な 愛 ら し 





まし た 。 
飼い 主 の 旅 の お 供 で す 。 


ラフ の 時 点 で 軽く 陰影 を つけ て お く と 、 構 図 の バラ ンス も 


取り や すい で す 。 

















地面 の レン ガ が 不 規則 に 剥が れ て いた 
り 、 柱 に 葉っぱ の ツル が 巻き つい て い 
る と ころ か ら 、 ど こ か の 遺跡 に いる 様 
子 を 表し まし た 。 





…【 眼 帯 


眼帯 は 「 萌 え ア イ テ 
ム 」 の 王道 だ と 思っ て 
いま す 。 
種類 は ガー ゼ な どい ろ 
いろ あり ます が 、 今 回 
は 大 きめ の 黒い 眼帯 に 
し まし た 。 
帽子 と 合わ せる と 表情 
が 隠れ 気味 に な り ま す 
が 、 そ れ ら を 外し た と 
き の ギ ャ ッ プ を 想像 し 
て も ら え る と 「 萌 え ]」 
に な る の で は な いで 
し ょ うか が 。 

















テー マ に 沿っ て 旅人 らし く 、 コ ー ト や ブー ツ を 身 
に つけ て いま す 。 

た だ それ だ け だ と 味気 な い 気 が し た の で 、 幅 子 や 
袖 な ど に ちょ っ と し た デザ イン を 加え る こと に 
よっ て 、 よ り キ ャ ラ が 引き 立ち ます 。 
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FVW! \ N 
ANNO | 今回 の キャ ラ は 眼帯 に 帽子 と 、 身 に 
Ho NN I INT “つけ て いる も の が 多い で す 。 \ 
ly Ri 角度 に よっ て 見 え 方 も さま ざま で バ | 
SY PR ラン ス が 取り に くい で す が 、 人 物 の | goo a AM 
; デッサン が と れ て いれ ば 、 あ まり 悩 «| y \ 
むこ と な く 描 ける と 思い ます 。 Y NN 7 





今回 は 「 好 き な ジ ャ ン ル 」 と いう テー マ で 、 自 分 の 描き た いい ファンタジー も の を 思い 切り 描け て 
楽し か っ た で す 。 男の子 の ビジ ュ ア ル 的 に も 私 な り の 「 萌 え 」 を 表現 で きた か な と 思い ます 。 Y 


し で も 読ん る で くだ さっ た 方 の 参考 に な れ ば 幸い で す 。 


158 見 えな か っ た り 、 ち ょ っ 


タイ トル : 部 活 帰り ? 


作家 名 : 森山 し じみ 


キー ワー ド : へ アピ ン 、 制 服 、 ヘ ッ ド フォ ン 、 イ ヤ ホ ン 、 腕 時 計 、 ス ニー カー、 





【 制 服 】………・…… tee 
夏服 で あえ て 長袖 を 着 4 
て 袖 を まく っ て いた り 、 
ペスト を 着込ん で いた 
UY, ARYOREB 
くっ て いた り 。 

それ ぞ れ の 着こなし 方 
が 一 番 は っ きり 出る の 
が 制服 だ と 思い ます 。 
元 が 同じ デザ イン な の 
で 絵 と し て の 統一 感 も 
出 ます 。 


【 イ ン ナ ー】……… 
白い シャ ツ か ら 見 える 
イン ナー は キャ ラ の 個 
性 が 出し や すい で す 。 
キッ チリ 着込ん で いて 


と だ らし な く 着 崩し て 
いて 見 えて いた り 。 柄 
な ど を 入れ て みる と 画 
面 も 華やか に な り ま す 。 


初期 の 段階 で は 軽 音 部 と 化学 部 の 2 
パタ ー ン が あり まし た 。 制服 に 白衣 
を 描い て みよ うか な 一 と 思っ た の で 
す が 、 ヘ ッ ド フォ ン が 描き た か っ た 
の で ラフ 画 A の ほう に 。 元気 な 子 が 
白衣 着 て 走り 回 っ て る の と か も 可愛 
| い の で 、 い つか 描い て みた いで す 。 
| 部 活 帰 りな の で 夕焼け な ども 良かっ 


A y カッ と し た 感じ が よかっ た の で あえ 
| て デザ イン 背景 に し て み ま し た 。 

























た の か な と 思い まし た が 、 明 る い ス トー 


MAY RAY 


・ イ ヤ ホ ン 】 
ヘッ ド フ ォ ン は 描く の 
が 難し いで す が 、 小 物 
と し て と て も 映え る の 
で ちょ っ と し た アク セ 
ント に し て いま す 。 
柄 や 色 も 自由 に キャ ラ 
に 合わ せら れる の で 
絵 に よっ て 使い 分 けら 
れ ま す 。 外出 用 と 室内 
な ども あっ て 形 も 豊 
富 な の で お スス メ で す 。 
大 きい ボリ ュー ム の あ 
る ヘッ ド フ ォ ン が 好き 
で す 。 














[スニ ー カ ー】 





今回 は 元気 な 子 を イ 
メー ジ し た の で スニ ー 
カー を 描き まし た 。 

















【 小 物 】 

個性 を 出す た め に も 今回 は 割 と 多 目 に 小物 を 使い まし た 。 
へ アピ ン ・ ヘ ッ ド フォ ン ・ ア イス 腕時計 ・ リ スト バン ド ・ ス ニー カー な ど で す 。 そ ぞ それぞれ の キャ ラ に 合わ せれ ば 、 キ ャ 
ラ を デザ イン する うえ で ぐん と 説得 力 が 増し ます 。 あ えて その キャ ラ の イメ ー ジ と 違う も の を 持た せ て ギャ ッ プ を 出 
す の も いい と 思い ます 。 ま じ め そ うな 子 が ずぼら に し て いる の と か 、 そ の 逆 な ど は キャ ラブ づく り の 幅 が 広がり ます 。 
自分 の 愛着 の ある も の を 持た せ て みた りす る と 、 一 気 に そ の キャ ラ に 愛着 が 湧い た り し ます 。 

を る へ ヘア ピン 工 $ ヘッ ド フ ォ ン 
いろ いろ 種類 も ある の で 小物 と し て 今回 は 大 きい 星 柄 の で ポッ プ 感 
は お スス メ で す 。 ワ ン ポ イン ト が つ を 出し まし た 。 コ ー ド を 遊ば せ 
いて いた り 、 サ イズ も た くさ ん あり た り し て 楽し いで す 。 

ます よね 。 男の子 の な の で シン プル 
な の に し まし た 。 ゴ ム で 髪 し ば っ て 
た りす る の も 可愛 いで す 。 









































ゃ アイス 
部 活 帰 り を イメ ー ジ し た の で 、 + 腕時計 ・ 
アイ ス を 食べ させ て み ま し た 。 リス トバ ンド 
わか り に くい で す が 、 あ の ひと 
つ を ふた り で 半分 こす る ソー ダ 制服 か ら の ある 意味 で の 総 対 領 
味 の や つ で す 。 域 か な と 思い ます 。 
$ スニーカー 
個人 的 に 制服 と スニ ー カ ー の 組 
み 合 わせ は も の すご く 好 き で す 。 





男の子 の 萌え る ポイ ント は いろ いろ と ある の で す が 、 
学生 服 が すご く 好 き な の で 、 そ れ を 描い て み ま し た 。 
個人 的 に ヘッ ド フ ォ ン も 大 好き な の で それ も 。 BRE 
の 軽 音 部 と いう も の に 謎 の 憧れ が あっ た の で 描い て み 
まし た 。 で きる だ け 男 の 子 っ ぱく な る よう に ポー ズ も 
気 に し まし た 。 


今回 は 萌え 男の子 ! と いう こと で 男の子 で 好き な も の を いろ いろ と 詰め 込ん いで み ま し た 。 

夏 の 制服 と ヘッ ド フ ォ ン と ヘア ピン が も の すご く 好 き な の で 、 描 いて いて 楽し か つた で す 。 夏 制 
服 は 自然 と 軽い 明る い イ メー ジ に な る の で 、 清 潔 感 ち あっ て いい で す よ ね 。 制服 の 色 は あま り チ ャ 
レン ジ し な い 赤 系 に し て み ま し た 。 描い た キャ ラ は 元気 っ 子 と まじ め な 子 と いう 王道 パタ ー ン な 
の で す が 、 王道 パ ター ン だ け あ っ て 動か し や すぐ 、 楽 し く 描け まし た 。 

左 の 子 は 表情 的 に まじ め と いう か 、 天然 っ ぽい 子 に な つっ て し まっ た 感 も 否め な い の で す が -… 天 
然 な 男の子 も 大 好き で す 。 全 体 的 に 明る い ポ ッ プ な 感じ に 仕上 が っ た か な …… と 思う の で 、 見 て 
いた だ いた 方 に も 気に入っ て いた だ ける と 嬉し いで す 。 


タイ トル : 階段 に て 


作家 名 : 黒 枝 シア 


キー ワー ド : 神父 





【 構 図 ・ テ ー マ 】 
ぶた り の キャ ラク ター を 
配置 する と き 、 色 は 特に 
指定 が な けれ ば 大 体 金 回 
か が 黒 、 赤 や 青 で わか りや 
すぐ 映え る よう 差別 化し 
ます 。 こ こ は 好 み が 出 ま 
す (Ko 
ファ ンタ ジー 寄り に な ら 
な いよ うに する な ら 現 実 
的 な 髪 色 で 、 派 手 な 色 を 
160 使う な ら 配色 に 気 を つけ 
な いと うる さく な っ た り 
し て 難し いで す 。 
黒 が どう し て も 多く な る 
の で 背景 は 簡単 に 暗く な 
く シ ン ブ ル に 。 





【 萌 え ポ イン ト 】 
アニ メ 塗 りな の で どう し て も 硬く な り 塗 り が 浅め に な 
り ま す 。 こ の 塗り で どこ まで 表現 で きる が 難し いと こ 
ろ で す が 、 シ ンプ ル で 淡く で きる の は 自分 は 気に入っ 
て ます 。 
硬く な りや すい の で 髪の毛 は 柔らか く 表 現 で きる よう 、 
描き 込ま すずか つ 適当 に な ら な いよ うに 。 
金髪 に な る と けっ こう ふわ ふわ な 髪 に し た く な り ま す 。 
実際 も ふわ ぶ ふわ し て そう な イメ ー ジ で ……。 


神父 服 は 調べ る ほど ツボ な お 部 分 が 多く ……。 も っ と 勉 
強し た く な り ま し た 。 
黒 の 統一 感 と 神聖 な 雰囲気 が と て も いい で すね 。 








[BBY ween ーー 


基本 で す が 、 髪 の 毛 は つむ じ 
と いう 髪 の 流れ 、 生 え 際 を 意 
識 し て 描く よう に し て ます 。 
そう する と 塗る と きも 髪 の 流 
れ に 沿っ て 塗り や すく 、 光 も 
入れ や すい で す 。 

自分 は アニ メ 塗 り も どき の よ 
うな 塗り 方 で す が 、 そ こま で 
パ キ パ キ さ せ た く も な い の で 、 
影 は 濃く も な く 薄 くも の な く 
dos と いう 感じ で す 。 

ハッ キリ させ た い 場 合 は 濃い 





eg N 【 線 】 


線 は は っ きり 出る の で 、 き れい に 描く よ 161 
うに し て ます 。 

自分 の 絵 に 合っ た 線 と いう の も ある か と 
思う の で これ ! と いう の は あり ませ ん 

が アニ メ 塗 りな の で 塗り 分 けが 早く で き 

る と いう の も あり ます 。 





手 の 描き 方 は 自分 も 練習 中 な の で いつ も 中 苦 
METI. 意識 し て いる と ころ は 老若 男女 描 
き 分 ける よう に …… と は 思っ て ます 。 男性 は 
が っ し り 骨 張っ て て 、 女 性 は 細く 柔らか く 。 
自分 の 手 を 観察 し て 練習 が 一 番 で す が 、 そ の 
まま 描き すぎ る と 男性 な の に すご く 短 い 手 に 
な る の で 気 を つけ て ます ( 笑 )。 





神父 の 服 は こん な 感じ で す 。 


自分 も まだ まだ 勉強 中 の 身 な の で 言え る こと は 少な い の で す が 、 一 気 に 勉 強 す る より も こう いう 
の が 描け る よう に な り た いと 思っ た 部 分 か ら や る の も 良い か と 思い ます 。 

や っ ぱり 興味 や 好き な こと は 勉強 も 楽し く 早 く 身 に つい て いき ます 。 

た だ この 方 法 は な ぜ こ こ が で き て あれ が で き な い ! と いう の が よく あり ます が (Ro. 

自分 の ペー ス で と いう の も 大 切 だ と 思い ます 。 

描い て いけ ば 必ず 身 に つい て いく の で 、 周 り は 気 に せ ず 楽 し ん で 描き まし よう 。 

あと 息抜き も 大 事 と いう の が 最近 よく わか っ た の で 、 絵 以外 の 趣味 は 必須 と 実感 し まし た (Do 





162 は ブラ シ の タイ プ を い 


タイ トル 


作家 名 : イノ オカ 


キー ワー ド : 和 、 着 物 、 刀 





背景 を 赤 に し よう と 
思っ て いた の で 、 キ ャ 
ラ を 目立た せる た め に 
黒 や 紺 に し まし た 。 
その まま だ と 浮い て し | 
まう の で 、 布 系 の テク 
スチ ャ を 乗算 に し て 
使っ て いま す 。 


[ER ( 花 )】…… 
花 で す が 、 区 や 桜 で 和 
の イメ ー ジ を 出し て ま 
す 。 生け 花 の 写真 を 参 | 
者 に し まし た 。 


【 テ クス チャ 
に つい て 】 
今回 使っ た テク スチ ャ 


溢 や 色 を 混ぜ た り し て 
つく り ま し た 。 面倒 な 
ら 、 ネ ッ ト で 「 フ リー 

テク スチ ャ 」 な ど で 
検索 すれ ば 、 無 料 で テ 
クス チャ を 配布 し て い 
る と ころ も あり ます 。 
ブラ シ の タイ プ も 同様 
に 配布 し て くだ さっ て 
いる と ころ が あり ます 
の で 、 是 非 い ろ い ろ と 
探し て みて くだ さい 。 


くつ か が 使い 分 け て 、 濃 | 


T-NEELELRLET, SRFHIECTPAS PSH 
の 子 が ふと し た 瞬間 に 見 せる きり っ と し た 表情 や 腕 ま くり し 
た と ころ か ら 見 える 筋肉 質 な 腕 な ど 、 そ ん な 男の子 の か っ ご こ 
よく て どこ か が 女性 に は な い 上 魅 力 的 な と ころ っ て いい な と 。 構 
記 に つい て は 、 人 物 を まっ すぐ 座ら せ て し まっ た の で 、 画面 
に 動き を 出す た め に 着物 を は た めか せ て みた り 、 背 景 の 物 の 
配置 を 右上 か ら 左 下 に 置い て 流れ が 出る よう に し まし た 。 83 
え ポ イン ト は 、 着 物 か ら 覗 く 素 肌 で し よう か ……。 私 的 に 着 
物 つ て 上 品 で 清純 な イメ ー ジ が ある の で 、 そ こ か ら 肌 色 が 見 
える の は な ん だ か が 背徳 的 で ギャ ヤッ プ が あり ます ね 。 

















“(SR (13)] 











キャ ラ が 着物 な ど で ご 
ちゃ ご ちゃ し て る の で 
丸 窓 の 後ろ を 白地 に し 
て キャ ラ の 顔 を 目立た 
せ て いま す 。 


[7] 


和 で 男子 で 、 と きた ら 
刀 で し た 。 刃 や や 輔 の 質 
感 を 出す た め に 下 か ら 
の 反射 光 を 強め に し て 
いま す 。 

また 、 そ の まま だ と 着 
物 同様 に 浮い て し まう 
の で 、 靖 の 部 分 に テク 
スチ ャ を 乗算 に し 透明 
度 を 下げ て 使っ て いま 
す 














【 絵 に “ HE” を 出す 】 
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着物 や 刀 な ど 和 風 な も の が 大 好き な の で 、 今 回 と て も 楽し く 描 く こ と が で きま し た 。 

また 、 自 分 の 中 の 少年 像 を 改め て 考え る こと が で きた 良い 機会 で も あり まし た 。 

結果 どこ に 落ち 着く わけ で も な く 、 あ れ も い いこ れ も い いで 収拾 つか な く な り ま し た が 、 逆 に そ 
れ ほ ど 和 魅力 的 で 可能 性 の ある キャ ラク ター な ん だ と 思い ます 。 
と いう わけ で 、 テ ー マ で も 言い まし た が 、 今 回 は 男の子 の か っ こよ く て どこ が か 女性 に は な い 魅 力 
的 な 一 部 分 を 少し で も この イラ スト か ら 感 じ 取 っ て いた だ ける と 嬉し いで す 。 





絵 は い わ ゆ る 二 次 元 で 平面 的 で す が 、 そ こ に 動き を 入れ 
る こと で ぐっ と 存在 感 が 増す か と 思い ます 。 今回 は 私 が 
多用 し て いる 服装 を 活か し た 動き の 描き 方 を 紹介 し ます 。 

















1 


まず は 動き の 方 向 を 
決め ます 。 


その 方 向 に 合わ せ て 服 
の 裾 に な る 波線 を 引き 
ます 。 











3 


波線 に 合わ せ て 服 を 描 
き 込 ん で いき ます 。 ま 
た 、 中 心 に 服 の な び い 





て る と ころ を 置く と 、 
そこ の 動き が 強調 され 
る か と 思い ます 。 


他 に も 、 組 な どの 細長 
いも の を 足す と 、 さ ら 
に 動き や 勢い が 出る の 
で は な いか と 思い ます 。| _「_ 


【 構 図 の 疎 密 】 
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例え ば 、 今 回 の イラ スト は キャ ラ を 目立た せる た め 
着物 の 柄 や 装 節 な ど で ご ちゃ ご ちゃ させ まし た 。 
し か し 、 そ れ だ け だ と キャ ラ の いる 右上 ば か り に 目線 


が いっ て し まう か と 思い ます 。 


そこ で 構図 の パラ ンス を 取る た め に 、 左 下 に シン ブル 


に 白 の シル エッ ト で 手 物 を 描き まし た 。 


この よう に 、 一 番 見 て 欲し いと ころ か ら 全 体 を 見 せる 
“RE” を 加え る と 、 よ り イ ラス ト に 動き や 勢い が つ 
き 、 見 栄え が 良く な る の で は な いか と 思い ます 。 


タイ トル : 待ち 合わ せ 


作家 名 : 山田 パン 


キー ワー ド : 学生 、 マ フラ ー、 眼 鏡 、 ヘ ッ ド フォ ン 、 獲 































[背景 


回 は 人 物 を 目立た せ 




















E 
【 顔 まわ り 】……・……:。。 た か っ た の で 、 背 景 の 
顔 ま わり の 髪 に は うっ ® 木 や 葉っぱ な ど は あま 
すら 肌色 を 置い て いま り 描き 込み を せ ず 、 シ 
す 。 ンプ ブル に 描い て いま す 。 
こう する こと で 、 少 し 季節 は 秋 一 冬 の イメ ー 
絵 に 透明 感 が 出る よう ジ な の で 、 落 ち 着い た 
な 気 が し ます 。 雰囲気 に な る よう 全体 











的 に 茶色 を 重ね て あり 
ます 。 


【 マ フラ ー】 
[IAE]... ....<»opiosz q 個人 的 に 重要 な 萌え ポ 
学 ラ ン か プレ ザー か で \ イン ト の ひと つ だ っ た 
少し 悩み まし た が 、 い | の で 、 目 立つ よう に 大 
ろ い ろ と アレ ンジ し や げ さ に ぐる ぐる 巻い て 
すい ブレ ザー を 選択 。 み ま し た 。 目 立たせ た 

164 無地 だ と 寂し か っ た の い 部 分 は 大 胆 に 描い た 
で 、 ズ ボン は チェ ッ ク り 、 他 と は 違う 系 統 の 
柄 に し て み ま し た 。 色 を 使っ た りす る と 良 

い の で は な いで し ょ う 

Do 


leer. 


どちら か と いう と 猫 派 で す ! 今回 は 短 毛 の 猫 を イ 
メー ジ し た の で 、 あ まり ふさ ふさ 感 を 出さ な いよ う 描 
きま し た 。 猫 の 後ろ 姿 っ て まる っ と し て て 可愛 いで す 
よね 。 














「 い そう で いな い 男 の 子 ]」 が テー マ で す 。 学生 服 の 男の子 と 
いう ご ぐ く 普通 の 題材 な の で す が 、 そ こ に 眼鏡 ヘッ ド フ ォ ン マ 





フラ ー な どの 要素 を 詰め 込ん る で 、 さ ら に は 猫 と 戯れ 木陰 で 人 3 
を 待っ て いる …… と いう 少し 非 現実 か な ? と 思う よう な シ 

チュ エー ショ ン で 描い て み ま し た 。 ング 
そう いう ちょ っ と し た 非 現実 な 部 分 を 含ま せる こと が 萌え に == 


つなが る の か な 、 と 思い ます 。 












【 三 角形 構図 】 … 

悩ん だ と き は だ いた い 三 角形 構図 に し ます 。 
三角 形 構図 と は 、 画 面 内 に 主役 と な る 素材 を 
三角 形 に な る よう 配置 し た 構図 の こと で す 。 
スタ ンダ ー ド な お 構図 で す が 、 こ うす る こと で 
画面 に 安定 感 や 動き が 出 ます 。 














ーー【 目 の 描き 方 】 


目 の 描き 方 で その キャ ラ か ら 受 ける 印象 っ 
て ぐっ と 変わ る と 思い ます 。 

ショ タ で 可愛 い 子 な ら 大 きい 目 、 ク ー ル 
ビュ ー テ ィ な ら 切 れ 長 の 目 、 お っ と り し た 
子 な ら タ レ 目 …… な ど な ど 。 

いろ いろ な パタ ー ン を 考え て お く と 、 描 く 
キャ ラ の 幅 が 広がる の で は な いで し ょ うか が 。 
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【 オ マ ケ 】 …… 


今回 は 隠れ ちゃ いま し た が 、「 萌 
A] に する つも り で し た 。 
服 の 先 か ら 少し だ け 覗 く 手 先 が 
な ん と も 言え ず 可愛 いく て 好き 
で す 。 














今回 は 萌え キャ ラク ター と いう こと で 、 改 め て 朝 え っ て 何だ ろう と 考え る と ころ か ら 始 め ま し た 。 
けれ ど 考 えれ ば 考え る ほど よく わか ら な く な っ て し まい 、 も うい いや ! 好き な も の を 好き な よ 
うに 描こ ろう! と 開き 直っ た 結果 、 こ の 作品 が 生ま れ ま し た 。 キ ャ ラク ター の 性 格 や シチュ エー 
ショ ン な どい ろ い る 想像 を 膨らませ て いく うち に 、 あ あこ うい う 部 分 っ て 萌え る な 、 こ こ は こ う 
する と 萌え る ! と いろ いろ 発見 を し な が ら 楽 し く 描け た よう に 思い ます 。 

上 手 く 描け な く て 落ち 込ん る だ りす る と きも 多々 あり ます 。 そ うい うと き は 休憩 を と っ た り 、 好 き 
な 音楽 を 流し な が ら 作 業 を する な ど 気 分 転換 を し て 、 と に か く 楽 し く 自由 に 描い て みて くだ さい ! 


タイ トル : Symphony 


作家 名 : に も し 


キー ワー ド : 少年 、 フ リル 、 花 









ネクタイ も あり ます が 、 月 
ここ は リポ ボン で 1 

少年 の あど け な さ や 幼 > 
さ を 表 現す る の に は リ Er 
ボン が いい か も で す 。 


【 半 ズボン 】……… Le... 
少年 と いえ ば 半 ズ ボ 
ン ! と いう イメ ー ジ 
が 強い の で 、 つ いつ い 
BPtETLEVET. 
キャ ラ デ ザ 時 は も う 少 

166 し 短い ズボン で し た が 、 
イラ スト に し て みる と 
WBASICRIFTLED 
て いた の で 、 イ ラス ト 
の 雰囲気 に 合わ せ 少 し 
丈 を 伸ばし まし た 。 
ズボン の 長 さ の 大 切 さ 
を 知り まし た ……。 あ 
まり 生 足 が 描け ず 残 念 
で す (De 


中 世 の 西 洋 や ファ ンタ ジー を 思わ せる 洋服 を 着 た 男の子 が 大 
好き な の で 、 テ ー マ を 決め る の は すご く 早 か っ た で す (Ro 
青年 に は な い 少 年 独特 の 繊細 さや 清 着 感 の あめ る イラ スト を 描 
きた いと 思い 、 少 年 メイ ン の イラ スト に し まし た 。 

小物 も どこ か し ら 乙 女 な 可愛 いも の を チョ イス 。 で も 、 男 の 
子 ら し さ を キ ー プ す る こと を 心がけ て 構成 し まし た 。 

ふわ ふわ し て いて どこ が 佑 い 雰囲気 を 感じ て いた だ けれ ば と 
思い ます 。 


[フリ ル 】 


あま りつ け す ぎる と 
女々 し く な っ て し まっ 
た り 、 鬱 陶 し く な っ て 
し まい ます 。 

フリ ル に 適量 は あり ま 
せん が 、 男 の キャ ラ 
を 描い て いる こと を 忘 
れず デザ イン を 考え る 
こと を オス ス メ し ます 。 


服 が 暗め の トー ン に な 
り そ ぞう だ っ た の で 明る 
い 色 の 小物 を 。 

影 で 明暗 を つけ る だ け 
で な く 、 色 で 明暗 を つ 
ける こと も 大 切 だ と 思 
いま す 。 密度 も 埋め る 
こと が で き 、 よ り 詰 
まっ て 見 える の で 二 度 
美味 し いか も で す 。 











【 線 画 】 


線画 作業 時 に 気 を つけ た の が 線 の 太 さ で す 。 





細め の 線 で ペン 入れ を し た あと に 、 外 便 
に あたる 線 や 線 と 線 が 重なる 部 分 は 何 度 
か な ぞ り 太め の 線画 に し て 、 立 体感 が 出 
る よう に し て み ま し た 。 

微 差 で す が 、 こ れ が ある の と な い の と で 
は 見 栄え が 変わ っ て きま す の で 、 ペ ン 入 
N れ 時 に 気 に か け て みる と いい と 思い ます 。 


る 女装 し た 男の子 
男 の 娘 と 違っ て ひと 目 で わか る と 
ころ や 、 恥 じらい が 捨て 切れ て な 


いと ころ が ポイ ント mn 
【 描き 分 け 】 ち に いく に つれ 少年 味 が 増し て いき ます 。 だ と 思い ます 。 A EN 
a PONS 


FOR 

服装 や 髪型 も さる こと な が ら 雰 囲 気 女 
の を 心がけ て いま す 。 ち ょ っ と 顔 つ 
き や 体 つき に 少年 らし さ を 残し ます 。 
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\ Y 

くびれ が は っ きり し て お り 、 体 つき も 
ふくよか が 。 肩 幅 も 男の子 と 比べ て 狭め 
に 描い て いま す 。 


る 女の子 私 の 個人 的 な 見 解 な の で 、 参 考 程 
度 に し て いた だ いて 、 自 分 好み の 
描き 分 け 法則 を 見 出し て いた だ け 
る と 幸い で す ! 


フリ ル 、 リ ボン 、 ロ ン 毛 。 ち ょ っ と 間違え れ ば 女の子 に な つて し まい そう な 要素 で す が 、 も り も 
りう まく 詰め る こと が で きた か な と 思い ます 。 こ の よう な 要素 を 盛り 込ん だ うえ で 女の子 で は な 
く 男 の 娘 で も な い 、 ち ゃ ん と 男 ら し さ を も つづ 男の子 を 描く の は 難し いな と 実感 し まし た 。 

女の子 ・ 男 の 子 ・ 男 の 娘 、 そ れ ぞ れ 体格 差 、 特 徴 な どの 違う と ころ が あり 、 個 々 の こだわ り が あっ 
た り と 、 描 き 分 け は 人 それ ぞ れ で す 。 こ の 子 も 服装 や 髪型 、 表 情 な ど 私 の 趣味 嗜好 、 そ れ ら こ だ 
わり が 詰め 込ま れ た ひと り で す 。 そう や っ て で きた キャ ラ は 自分 の 中 で 大 切な キャ ラ に な る と 思 
いま すし 、 な に より 描い て いて と て も 楽し く な る と 思い ます ! 

それ ぞ れ の 違い や 特徴 を 理解 し 描き 分 け ル ー ル を 編み 出し て 、 自 分 だ け の こだわ り 男 の 子 ( 娘 ) 
を 是非 つく っ ちゃ っ て くだ さい ! 


タイ トル : 任務 遂行 


作家 名 : 茶 紅 


キー ワー ド : ファ ンタ ジー、 ラ イ バ ル 、 戦 う 男の子 、 制 服 





【 構 図 ・ 
テー マ 】 

ファ ンタ ジー で 戦う 男 
の 寺 た ちっ て か っ こい 
いよ な あ …… と 思い 今 
回 の イラ スト に し まし 
た 。 ば っ と 見 た 感じ で 
な ん と な く ふ た り の 関 
係 性 や スト ー リ ー が 起 
像 で きる よう な 構図 や 
デザ イン を 目指 し て み 
まし た 。 


























[ROY]. 


着 て いて も 筋肉 の 形 や 
体 の ライ ン が わか る よ 
うな も の に 萌え ます 。 
ジャ ケッ ト 丈 を 短く し 
て 腰 の ライ ン が 強調 さ 
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また 、 そ れ ぞ れ の 子 ら 
し いち ょ っ と デザ イン 
の 違う 制服 と いう の も 
萌え ポイ ント で す 。 

















最初 に 考え た 構図 は こん な 感じ で し た 。 フ ァ ン 
タ ジ ー で 戦っ て る っ ぽい 雰囲気 で 、 あ まり 細か 
いこ と を 考え ず に ざっ くり 描き まし た 。 


動き が 欲し く て 武器 や 配置 、 表 情 等 を 調節 し ま 
し た 。 ラフ は いつ も あま り 細 か いこ と は 気 に せ 
ず 、 と に か く 動 き や バ ラン ス に 重点 を お いて 楽 
に 描い て ます 。 それ が うま べく いっ た ら 顔 な どの 
細か い パ ー ツ を 描く よう に し て いま す 。 


あと は 勢い で 描く の も いい の で す が 、 ラ フ の 時 
点 で それ な り に 離れ て 見 た り 、 1 日 置い て みた 
り 、 反 転 し て みた り と 偏っ て な い が 確 認 す る の 
も いい か も し れ ま せん 。 









[長髪 


戦っ て る と き に 髪の毛 
が 大 きく な びく の が 萌 
ART rom... 1 

男の子 で 長髪 っ て いう 


| 設定 も すご く 好き で す 。 


[表情 


顔 の パー ツ を 誇張 させ 
て 大 げ さ に つく る 表情 
が た ま ら な く 好 き で す 。 
顔 は 最初 に 目 に つく と 
ころ な の で 、 表 情 は 特 
に 気 を 使っ て いま す 。 


[ER] 


あん まり 見 えま せん が 
廃 壊 っ ぽく し て あり ま 
す 。 廃 域 の 色合い や 雰 
気 が と て も 好き で す 























【 設 定 十 衣装 】 
ファ ンタ ジー で いそ うな 活発 そう 
な 主人 公 と 、 ク ー ル な ライ バル と 
いう の を 意識 し て ます 。 


人 主人 公 系 男子 

主人 公 タ イブ の 子 は ちょ っ と ラフ 
な 感じ で 、 服 の 丈 も 短い 活発 な イ 
メー ジ で 東洋 人 っ ぽい 子 に し まし 
た 。 


ライ バル 系 男子 

逆 に ライ バル タイ ブ の は 西 
洋 人 の 雰囲気 に し 、 衣 装 デザ 
イン も タイ ト で 大 人 っ ぽい 雰 
囲 気 に な っ て ます 。 

























何 か の 組織 の 一 員 の よう な 制服 で 、 
動き や すそ うな デザ イン に し ま 
し た 。 武器 の 語 は レイ ピア を 参考 
に アレ ンジ し た も の に な っ て ます 。 
E て は 左利き で も 使用 で き 
る も の と いう こと で ベレ ッ タ を 参 









任務 が な く て オフ な 感じ の ふ 


者 に し て み ま し た 。 A 
: Lo, Pr} Va た り で す ! シリ アス も いい 
【 服 の 描き 方 】 で す が 、 ほ の ほぼ の も 大 好き で す 。 
個人 的 に 絵 で 一 番 描く の が 好き な の が 服 の シワ で す …… ! シワ は いつ も 素材 を 意識 し て 描い て いま す 。 ジ ャ ケッ ト な 


ど 堅 い 布 は 線 を 少な くし 影 を 大 き 目 に 入れ 、 イ ン ナ ー や シャ ツ な ど 和 柔らか い 素 材 は 線 や 影 を 細か く 入 れ て 素材 の 違い を 
出し ます 。 バ ラン ス の 改善 に も な り ま すし 、 実 際 に ある 素材 を 自分 の キャ ラク ター に 着せ て あげ られ る の が と て も 楽し 
いで す 。 簡 単 で は あり ます が 、 流 れ だ け 描 か せ て いた だ きま し た 。 


O 服 を 着せ る 


左 の ラフ に 服 を 着せ て あげ ます 。 細 
o か い 描 き 込み は せ ず シワ を 大 きぐ く 入 
AH ¢ 


れ ま す 。 服 の 素材 も 意識 し て お きま す 。 
Ke 
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=> 
O 完成 
装飾 や 服 の シワ を 思う 存 分 描き 込み 
まず 服 を 着 な い 状 態 で ざっ くり と 体 ます 。 今回 は 素材 の 違い の 例 な の で 
を 描き ます 。 あ まり 細か い 描 き 込 み IS あま り 描 き 込ん で ませ ん が 、 縫 い 目 
は し な いで 、 全 体 の 骨格 を 確認 し ます 。 を 描き 込ん だ り 、 テ クス チャ で 素材 
感 を 出す の も 楽し いで す 。 


O 裸体 で ラフ を と る 

















— 


今回 久しぶり に オリ ジ ナ ル の カラ ー イ ラス ト で どき どき だ っ た の で す が 、 萌 える 男の子 に つい て 
考え な が ら の 作業 が と て も 楽し か っ た で す 。 可 愛 か っ た りか っ こよ か っ た り …… 萌 える 男の子 っ 
て いっ ぱい いる と 思い ます が 、 少 し で も 自分 の 絵 に 萌え を 感じ て いた だ けた ら 嬉 し いで す 。 自分 
も まだ 勉強 不足 で は あり ます が 、 好 き な も の を いっ ぱい 描く こと と 、 描 きた いも の が 描け な いと 
き は 諦め ず 、 時 間 を か け て で も 描い て みる こと が 上 達 へ の 道 で は な いか と 思っ て ます 。 そ ん な 感 
じ で これ か ら も 萌え る 男子 を た くさ ん 描い て いこ うと 思い ます 。 あり が と う ご ざ いま し た ! 


カバ ー ラ ン 案 3 人 を 1 枚 の イラ スト に 収め る 場合 、 い ろ い ろ な 
構図 が 考え られ ます 。 








(5 
¿dia a = 
この 構図 は S 字 型 に 視点 が 誘導 され ます 。 





、 | = : 
三角 形 の 構図 は 安定 感 が あり ます 。 





A た り の キャ ラク ター を 描く と き は 


1 枚 の イラ スト に ふた り の 人 物 を 描く と き に は 、 そ の キャ ラク ター た ちの 共通 点 と 相違 点 を 探 
し て 絵 に 表し て み ま し ょ う 。 共通 点 を 描く と 絵 に まとまり が 出 て 、 わ か りや すく な り ま す 。 逆 
に 相違 点 を 描く と 、 パ バラ ンス が 良く な り ま す 。 ま た 、 画 面 も 華やか に な り 、 一 人 ひと り が 目 立 
ち ま す 。 共通 点 と 相違 点 は 、 性 格 、 体 型 、 髪 型 、 色 、 衣 装 、 雰 囲 気 、 立 場 、 し ぐさ な ど 、 い ろ 
いろ な 面 か ら 探す こと が で きま す 。 








例 その 2 meta > 
共通 点 ご いつ も 共に 行動 する / 
ORATOR, MR, 


例 そ の 1 クラ ス メ イ ト 
共通 点 … 学 生 、 年 齢 
PER BR. AE 


例 そ の 3 RPG の パー ティ 
共通 点 … 仲 間 、 目 的 、 世 界 観 
相違 点 … 能 力 、 衣 装 、 性 格 
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イラ スト レー ター の 紹介 


hummel 
» http://hummel.lomo,jp/ 


自分 も まだ まだ 学べ き と こ ろ 練 習 す る と ころ が た 
くさ ん あり ます 。 
これ か ら も 楽し く 絵 を 描き た いで す 。 





、 天神 うめ まる 


Y purichike 
| > http://purichikesakuranejp/ 

















マッ チョ も や せ マ ッ チ ョ も 骨 っ こく ん も 大 好き で す | 
楽し か つた で す 。 ED 





A through x 2 

( > http://throughx2.web.fe2.com/ 
押 続 は 力 な り と いう の で 、 と に か くい ろ い ろ な も の を 
描い て いき た いで す 。 


男の子 た くさ ん 描け て 楽し か っ た で す ! 









男の子 っ て 奥 が 深い な と 思い まし た 。 私 も この 「 メ ン 
ズ 萌 え キ ャ ラク ター の 描き 方 | を 参考 に か っ つこ よく て 
セク シー な 男 の 人 を 描け る よう に な り た いで す ! 


みず ぐち と お 






BG 


>> http://kid.eek.jp/kn/ 





(ARA a 
楽し く 描か の せ て いた だ きま し た ! HONESTO 
まし た 。 動 物 耳 も 好き で す が 、 本 物 の 動物 も 好き で す 。 


nd 


















TMG 


BOFDEIHEUNTTETHEUNTGG, 
今回 も 好き な も の を 好き な よう に 楽し く 描か せ て いた 
だ きま し た 。 あり が と うど ざい まし た | 





i ENPI2 
>> http://enpi2.web.fe2.com/ 
de 
いろ ん な 男の子 が 描け て 楽し か つた で す ! 
あり が と う ご ざ いま し た ! 








こと で 描か せ て いた だ き あ り が と 
う ご ざ いま し た 。 好 き な も の を いっ ぱい 詰め 込ん で 描 
け て と て も 楽し か っ た で す 。 


BABOF MCS 







( > mica 

| i NN >> http://6669666 blog fe2.com/ 
と て も 楽し く 描か せ て いた だ きま し た ! 少し で も 読 
ん で くだ さっ た 方 の 参考 に な れ ば 幸い で す 。 





RU 
| sy Tied Add 
rl "More 


I (SR > http://askaholyjp/ 





naeh ツ ト 数 点描 か せ て いた だ きま し た 。 特 に 
背中 の ライ ン が 好き な の で す が 、 あ まり 作画 に 反映 で 
きま せん で し た -……: で も と て も 楽し く 作業 し まし た の 
で 少し で も 皆様 の 萌え の 足し に な れ ば と 思い ます | 
EE RR ES 
う で 











に ぐる 
> http://unitya.nobody,jp/ 


初め て 女性 の 方 向け の お 仕事 を いた だ きま し た | 
ツン デレ 君 い いで す よ ね 大 好き で す 


"と に か く 


2 http://nia.choeot.net/ 102/ 





調え っ て 素晴らし いと 思う の で す 。 


この 度 は あり が と う ご ざ いま し た 、 楽 し か つた で す 。 








Y ET 2 http://moecon.net/area27/ 
) an 

ChICBIE, ARTS! この 本 の た め に イラ スト を 
描か の せ て いた だ け て すご く 嬉 し いで す ! いろ いろ な 





男の子 を 描く の は 楽し か っ た で す 。 皆さん に も すご く 
OS あり が と う ご 


ざい ま 





た か っ き 
お と な ふ 


( ド \ | >> http://otonafu.main.jp/ 





MARAE! (E) 
今回 所 か せ て いた だ さ 自 分 も 勉強 に な り まし た 。 あり 
が と う ご ざ いま し た 














な つ そう じゅ 


5) MET 


j 
” el-0- 


An > http://kinakoex.web.fc2.com/ 








好き な よう に 楽し く 描 いて ほし いと 言っ て いた だ けた 
DT. REPRESAS > TULL 
te! と て も 楽し か っ た で す 。 





re) 


Y >> http://ameblojp/hanabuki/ 


De LEER EMU AMA er 鉄板 で す が 笑 顔 が 好 
き 。 優 しく 微 笑 む 顔 、 無 那 気 に 笑 う 顔 、 照 れ 隠 し に 笑 
う 顔 に は キュ ン と きま す 。 一 見 クー ル で 無愛想 な 男子 
が 、 た ま に 見 せる 笑顔 な ん か は ズ キ ュ ン と きま すね 。 





トン y » id / /kagami-chaya.sakura.ne.jp/ 


中 性 的 な 男の子 が 大 好き で す 。 男の子 な の に 腰 と か 足 
と か 細か っ た りす る と 何と も 言え な い 萌 え を 感じ ま 





女の子 の 丸み の 帯び た 柔らか い 体 も ひい い で す が 、 男 の 
子 は 男の子 で 硬く 角張っ た 体 が と て も 称 力 的 だ と 思い 
ます ! 逆 に 柔らか く て も 良い で す 。 
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DENE 

3 「 彰 を え キャ ラク ター の 描き 方 し ぐ き ・ 感 博 表現 編 」 に 続き 、 シ リー ズ 4 作 目 と な る 
本 作 「 メ ンズ 萌え キャ ラク ター の 描き 方 」 を 担当 させ て いた だ き 、 彰 え 女 子 キ ャ ラ と 
. 萌え 男子 キャ ラ の 双方 の 世界 観 に ドッ プリ と 浸 か ら せ て いた だ きま し た 。 


e 浸かっ て 改め て 、 同 じ ジ ャ ン ル と し て 分 類 さ れる この 2 つの 表現 は 実は 全く 似 て 非 な 
る 存在 で 、 そ れ は その まま 男 と 女 の 埋 ゆめ られ な い 溝 ほど に も 感じ られ 、 筆 者 が 依っ て 立 
BO と いう 性 が いか に 単純 で ある か を 思い 知ら され た 次 第 で す 。 


さて 、 現 実 で は 単純 で ある と ころ の "“ 男 "を 女性 は どう 捉え て きた か ? その 世界 観 





. に ダイ プ す る 術 が 本 書 に 記し た 「 メ ンズ ガイ ド 」 に な り ま す 。 
5 解説 の た め に カッ キリ と 図形 に し て あり ます が 、 ど う ぞ これ を フリ ー ハ ンド で 〇 に 十 
o 字 の ガイ ド 代 わり に 試し て みて くだ さい 。 あ な た だ けが 持つ ゆら ぎ が オリ ジ ナ ル の メン 
‘ ズ キ ャ ラク ター を 生み 出し て くれ る で し ょ う 。 
A 制作 に あたり 女性 な ら で は の 感性 を 解説 くだ さっ た 0 娘 に 感謝 いた し ます 。 
174 > 
5 本 書 を 手 に と っ た 皆様 が 、 い ち 早く 理想 の 萌え 男子 に 出会え る こと を 願っ て や み ま せ 
> ん 。 
カネ ダ 工 房 
ur das 
Y で っ 
> x 


® 





seeeseseees 


ph の 





、 男の子 キャ ラ は 鋭角 に ! 


顔立ち が 女の子 の よう に 見 える ほど 可愛 らし 
い 男 の 子 で も 、 内 面 に は どこ か シャ ー プ ブ さ を 秘 
め て いま す 。 男の子 を 描く 場合 は 、 こ の 鋭い 感 
じ を 顔 や か ら だ の 部 分 に 生か し ます 。 エラ や ア 
FT 腕 や 脚 の ライ ン な ど に 張り の ある 線 を 引き 
た いも の で す 。 

巻頭 カラ ー は 手 を テー マ に し まし た が 、 指 先 
の 形 や 持ち 物 に も 失っ た 感じ を 取り 入れ る と 
男性 らし い 切 れ 味 の よさ を 表現 で きる の で は な 
いで し ょ うか が 。 実際 の か ら だ の 関節 な ど は ゴツ 
ゴツ し て いま す が 、 な め ら が な 感じ に し て 、 よ 
り 優美 な 形 を 追 宛 し て いき まし ょ う 。 


角 丸 つぶ ら 


MEAR 

カネ ダ 工 房 (か ね だ ・ こ うば ぼう ) 
民俗 芸能 集団 活動 、 漫 画家 アシ スタ ン 

ト を 経て 2005 年 に 商業 漫画 家 ・ イ ラス 

トレ ー タ ー と し て 独立 。 以降 、 出 版 ・ ウ ェ 

プ で の 連載 、 広 告 ・ 実 用 本 の イラ スト 

等 々 、 用 途 に 合わ せ て 画風 を 変化 させ 

て の 活動 か ら “工房 、 の ペン ネー ム を 名 乗る 。 
主 な 作品 に 『 天 空 の 富 鐵 ] (学研 パプ リッ シン グ 刊 )、「 戦 
国 武 器 甲 再 辞 典 」( 誠 文 堂 新光 社 刊 ) 、「 医 者 が 教え る ココ 
ロ と カラ ダ こ れ が 世界 の 新 常識 | (三笠 書房 刊 ) な ど 多数 。 


角 丸 つぶ ら (か ど ま る ・ つ ぶら ) 

物心 つい て か ら ず っ と スケ ッ チ や デッサン に 親しみ 、 中 
学 と 高校 で は 美術 部 部 長 を 務め る 。 実 質 は マン ガ 研 究 会 
兼 ガ ンダ ム 懇 談 会 と 化し て いた 美術 部 と 部 員 を 守護 し 、 
現在 活躍 中 の ゲー ム や アニ メ 関 係 の タリ エー ター を 育成 。 
自身 は 東京 芸術 大 学 美術 学部 で 喘 像 表現 や 現代 美術 全 礎 
の 中 、 油 絵 を 
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